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こ
れ
は
朝
鮮
に
於
い
て
だ
け
で
は
な
い
が
、
読
書
人
に
は
書
籍
入
手
の
苦
労
が

多
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
応
す
る
出
版
形
態
は
、
朝
鮮
で
は
ほ
ぼ
、
①
官
版
（
中
央

官
衙
及
び
地
方
官
衙
刊
本
）、
②
寺
刹
版
、
③
書
院
刊
本
、
④
家
刻
本
、
⑤
坊
刻

本
（
書
肆
刊
本
）、
⑥
個
人
刊
本
、
⑦
祀
堂
刊
本
等
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
の
内
朝
鮮
で
は
特
に
坊
刻
本
（
書
肆
刊
本
）
の
出
現
は
遅
く
、
韓
国
人
研
究

者
李
胤
錫
教
授
に
依
れ
ば
、
一
八
〇
〇
年
頃
に
あ
る
と
い
う
。
入
手
不
可
能
の
場

合
に
は
、写
本
の
作
製
に
頼
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
日
本
現
存
朝
鮮
本
を
見
る
と
、

写
本
が
占
め
る
割
合
が
比
較
的
少
な
い
。
そ
れ
に
は
入
手
時
の
日
本
人
に
よ
る
取

捨
選
択
が
大
い
に
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。韓
国
現
存
本
や
古
書
店
の
店
頭
、

旧
家
の
所
蔵
書
目
録
を
見
る
と
、
写
本
の
占
め
る
割
合
が
遥
か
に
多
い
。
朝
鮮
で

は
坊
刻
本
出
現
以
前
に
は
、
書
籍
入
手
に
写
本
作
成
以
外
に
ど
の
よ
う
な
方
法
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
具
体
的
に
考
え
て
み
た
い
。

一　

内
賜
本
（
宣
賜
本
）
に
つ
い
て

朝
鮮
王
朝
（
一
三
九
二－

一
九
一
〇
）
の
官
版
の
中
心
を
占
め
る
の
は
、
ソ
ウ

ル
の
校
書
館
と
地
方
の
官
衙
に
於
け
る
刊
本
で
あ
る
。
校
書
館
に
お
け
る
刊
本
は

臣
下
に
内
賜
（
宣
賜
）
さ
れ
、
内
賜
本
（
宣
賜
本
）
と
呼
ば
れ
る
。
朝
廷
で
出
版

さ
れ
た
官
版
が
臣
下
に
下
さ
れ
る
こ
と
は
中
国
や
日
本
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
が
制

度
と
し
て
確
立
し
て
い
る
の
は
朝
鮮
の
み
で
あ
ろ
う
。
そ
の
確
立
は
世
宗
十
一
年

己
酉
（
一
四
二
九
）
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
実
態
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
か
な
り
後
代
で
は
あ
る
が
、
官
版
を
印
刷
す
る
校
書
館
提
調
（
長
官
）
柳
希

春
の
日
記
『
眉
巌
日
記
草
』
の
宣
祖
三
年
庚
午
（
一
五
七
〇
）
九
月
二
十
七
日
条

に
は
、
こ
の
日
『
唐
百
家
詩
』
が
刷
り
上
り
、
十
五
部
を
国
王
へ
、
十
部
を
政
府

機
関
へ
、
そ
の
余
百
三
十
八
部
は
選
定
さ
れ
た
臣
下
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

時
よ
り
百
四
十
年
程
前
の
世
宗
時
に
は
も
っ
と
刊
行
数
は
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
内
賜
本
に
は
、
第
一
冊
前
表
紙
裏
に
「
何
時
・
何
書
を
・（
官
職
）
誰
に
」

与
え
る
旨
の
墨
書
と
担
当
承
旨
の
姓
と
花
押
が
あ
り
、
そ
の
左
の
冊
首
に
は
「
宣

賜
／
之
記
」（
方
八
糎
、
陽
刻
朱
印
）
印
が
鈐
印
さ
れ
て
い
る
。
内
賜
に
選
定
さ

れ
る
臣
下
は
官
職
の
上
位
者
で
、
官
途
に
就
い
た
ば
か
り
の
新
進
気
鋭
の
官
僚
に

は
及
ば
な
か
っ
た
。

朝
鮮
読
書
人
と
書
籍
入
手

藤　
　

本　
　

幸　
　

夫



朝
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入
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二

二　

書
籍
の
慢
性
的
不
足

前
述
柳
希
春
は　

字
仁
仲　

号
眉
巖　

諡
文
節　

善
山
人　

柳
桂
隣
男　

中
宗

三
十
三
年
戊
戌
（
一
五
三
八
）
文
科　

官
至
校
書
館
提
調
・
成
均
館
大
司
成　

中

宗
八
年
癸
酉
（
一
五
一
三
）
十
二
月
四
日
生
于
全
羅
道
海
南
県
居
第　

宣
祖
十
年

丁
丑
（
一
五
七
七
）
五
月
十
五
日
卒　

寿
六
十
五　

世
居
潭
陽　

閏
八
月
庚
寅
葬

于
潭
陽
居
家
西
五
里
地
、
な
る
人
物
で
、
許
多
の
書
の
編
纂
に
も
関
わ
っ
た
当
代

の
碩
学
で
あ
る
。
明
宗
二
年
丁
未
（
一
五
四
七
）
に
被
禍
、
以
後
主
と
し
て
咸
鏡

道
の
鍾
城
等
に
十
九
年
間
流
謫
さ
れ
、
明
宗
二
十
二
年
丁
卯
（
一
五
六
七
）
十
月

赦
に
会
っ
て
朝
廷
に
戻
さ
れ
た
。
そ
の
後
顕
官
を
歴
遷
し
た
が
、
同
年
十
月
一
日

至
宣
祖
十
年
丁
丑
（
一
五
七
七
）
五
月
十
三
日
、
即
ち
死
去
の
二
日
前
ま
で
の
日

記
、『
眉
巌
日
記
草
』
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
日
記
に
は
朝
廷
内
の
諸
事
を
始
め

と
し
て
、
高
官
と
の
交
流
、
家
庭
内
の
出
来
事
等
、
当
時
の
士
大
夫
の
生
活
状
況

が
判
る
日
記
の
白
眉
と
言
わ
れ
る
。
更
に
眉
巌
は
博
識
多
聞
で
知
ら
れ
る
鴻
儒
で

あ
り
、
政
府
の
書
籍
を
刊
行
す
る
校
書
館
の
提
調
、
つ
ま
り
責
任
者
で
あ
っ
た
。

彼
は
書
籍
出
版
の
責
任
者
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
時
に
は
編
纂
や
校
正
な
ど
に
も

関
与
し
て
い
る
。
従
っ
て
書
籍
に
は
並
外
れ
た
執
着
を
持
っ
て
お
り
、
書
籍
蒐
集

に
心
を
砕
き
、
八
方
に
手
を
尽
く
し
た
。
そ
の
彼
に
し
て
書
籍
の
入
手
は
容
易
で

は
な
か
っ
た
。
そ
の
実
状
が
『
眉
巌
日
記
草
』
に
は
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
彼

の
蒐
書
方
法
を
見
る
と
、
①
国
王
よ
り
の
官
版
内
賜
、
②
知
人
よ
り
の
購
入
、
③

知
人
と
書
籍
の
交
換
、
④
知
人
か
ら
借
用
し
て
鈔
写
、
⑤
知
人
に
寄
贈
を
依
頼
、

⑥
書
冊
儈
（
冊
儈
）
を
通
じ
て
の
購
入
、
⑦
地
方
官
衙
に
あ
る
版
木
を
利
用
し
て

の
印
出
を
地
方
官
衙
に
依
頼
、
⑧
地
方
官
衙
の
知
人
の
高
官
に
そ
こ
に
あ
る
版
木

を
用
い
て
の
印
出
を
依
頼
、
⑨
中
国
へ
の
使
臣
に
中
国
書
購
入
依
頼
、
等
が
あ
る
。

眉
巌
は
校
書
館
の
提
調
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
出
版
さ
れ
る
書
籍
は
全
て
入

手
で
き
そ
う
で
あ
る
が
、
内
賜
は
そ
の
都
度
受
賜
者
の
選
出
を
行
い
、
眉
巌
が
選

に
漏
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
中
国
へ
の
使
臣
に
は
購
入
代 

金
と
し
て
、
銀
や
人

参
を
委
ね
る
が
、
国
内
で
は
代
価
と
し
て
白
紙
・
米
や
布
を
充
て
る
こ
と
が
多
い
。

ま
た
購
入
書
籍
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
知
人
か
ら
何
某
が
書
籍
を
手
離
そ
う
と
し

て
い
る
、
或
い
は
某
家
に
重
複
本
が
あ
る
等
と
知
ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
上

記
の
書
冊
儈
朴
義
碩
・
宋
希
精
の
二
名
が
眉
巌
宅
に
出
入
り
し
て
い
る
。「
儈
」

と
は
仲
買
人
の
謂
で
、
こ
の
頃
諸
家
の
蔵
書
に
つ
い
て
知
悉
し
て
、
本
を
紹
介
し

て
仲
介
料
を
得
る
こ
と
を
生
業
と
す
る
者
が
居
た
こ
と
が
判
る
。

こ
れ
ほ
ど
蒐
書
に
執
着
す
る
眉
巌
の
『
眉
巌
日
記
草
』
に
書
肆
に
つ
い
て
、
全

く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
も
し
ソ
ウ
ル
市
内
に
書
肆
が
あ
る
な
ら
ば
、
彼
は
必
ず

訪
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
又
校
書
館
の
下
吏
に
し
ば
し
ば
扇
や
筆
・
墨
を
与
え
て
鈔

本
を
作
ら
せ
て
い
る
の
で
、彼
ら
を
遣
っ
て
様
子
を
探
ら
せ
た
り
し
た
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
十
六
世
紀
後
半
ソ
ウ
ル
に
は
書
肆
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

三　

官
版
増
刷
と
官
営
書
肆
設
立
要
請

書
籍
の
不
足
は
古
今
を
問
わ
ず
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
官

で
は
如
何
に
対
処
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
実
録
」
に
そ
れ
に
言
及
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
を
見
て
み
よ
う
。
先
ず

（
1
）『
世
宗
実
録
』
十
七
年
乙
卯
（
一
四
三
五
）
四
月
八
日
己
酉
条
に



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
三
號

三

許
稠
啓
曰
…
…
又
啓
曰
集
成
小
学
切
於
日
用
之
書　

学
者
病
其
難
得　

願
依

恵
民
局
売
薬
例　

或
紙
或
米
豆　

量
給
為
本　

令
一
官
一
匠
掌
其
事　

印
出

万
余
本
鬻
之　

還
本
於
官　

如
此
則
其
利
無
窮　

而
於
学
者
有
益　

上
曰
予

嘗
読
史　

有
曰
頒
之
大
矣　

鬻
之
非
矣　

然
卿
言
固
善　

予
将
行
之　

即
命

都
承
旨
辛
引
孫　

曰
一
如
稠
啓　

非
唯
小
学　

凡
諸
鋳
字
所
在
冊
版　

並
宜

印
之　

其
議
以
啓

と
あ
り
、
許
稠
が
上
啓
し
て
言
う
に
、『
集
成
小
学
』
は
学
者
に
と
っ
て
日
用
に

必
要
な
書
で
あ
る
が
、
入
手
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
。
願
わ
く
ば
、
恵
民
局
で
の

売
薬
の
例
に
倣
っ
て
、
官
が
紙
或
い
は
米
や
豆
な
ど
を
元
手
と
し
て
貸
し
与
え
、

官
吏
一
人
と
匠
人
一
人
に
そ
の
こ
と
を
管
掌
さ
せ
、
一
万
余
部
を
印
刷
し
て
販
売

し
、元
手
を
官
に
償
還
す
る
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
実
利
は
無
窮
で
、学
者
に
と
っ

て
も
有
益
で
あ
る
。
世
宗
が
答
え
て
言
う
に
、
嘗
て
史
書
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
、
書

籍
を
頒
ち
与
え
る
の
は
立
派
で
あ
る
が
、
販
売
す
る
の
は
良
く
な
い
と
あ
っ
た
。

し
か
し
卿
の
言
う
と
こ
ろ
は
良
い
の
で
、
こ
れ
を
実
行
し
た
い
。
そ
こ
で
都
承
旨

辛
引
孫
に
命
じ
て
、
許
稠
の
言
う
通
り
に
せ
よ
、
た
だ
「
小
学
」
だ
け
で
は
な
く
、

鋳
字
所
所
蔵
の
全
て
の
版
木
を
刷
り
出
せ
。
議
論
し
て
上
啓
せ
よ
。
と
命
じ
て
い

る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
世
宗
が
書
籍
は
販
売
の
対
象
で
は
な
い
と
述
べ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
書
籍
に
は
聖
賢
の
言
辞
が
盛
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
ま

た
そ
も
そ
も
王
を
始
め
と
す
る
士
大
夫
が
商
い
に
従
事
す
る
こ
と
自
体
、
卑
し
い

行
為
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
実
際
に
施
行
に
移

さ
れ
た
の
か
、
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
そ
の
後
の
言
及
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
問

題
は
ず
っ
と
問
題
で
あ
り
続
け
た
。

（
2
）『
中
宗
実
録
』
十
四
年
己
卯
（
一
五
一
九
）
七
月
三
日
甲
午
条
に
は
、

甲
午
…
…
侍
講
官
李
希
閔
曰　

外
方
郷
校
儒
生　

雖
欲
読
書　

書
冊
甚
少　

請
令
広
布　

上
曰
此
言
果
是　

今
若
設
書
肆　

則
雖
外
方　

果
可
易
得　

昭

格
署
銅
鉄
器
皿　

皆
在
工
曹　

以
此
鋳
字
何
如　

耔
曰　

銅
鉄
則
我
国
果
多

有
之　

校
書
館
所
印
書
冊　

類
皆
刓
欠　

雖
買
之
不
可
読　

今
雖
設
書
肆　

若
不
能
多
印　

則
外
方
之
人　

不
可
得
矣　

鋳
字
則
庶
可
多
印　

上
曰　

書

冊
広
布
事　

不
可
不
措
置
…
…

と
あ
る
。
侍
講
官
李
希
閔
が
言
う
に
、
地
方
の
郷
校
の
儒
生
は
本
を
読
み
た
い
と

思
っ
て
も
、
甚
だ
少
な
く
、
広
布
せ
ん
こ
と
を
請
う
た
。
中
宗
が
言
う
に
、
こ
の

言
は
尤
も
で
あ
る
。
今
も
し
書
肆
を
設
け
れ
ば
、
地
方
の
人
も
書
籍
を
得
や
す
く

な
る
。
昭
格
署
の
銅
鉄
製
器
皿
が
工
曹
に
あ
る
が
、
こ
れ
で
活
字
を
鋳
造
す
れ
ば

如
何
か
。
李
耔
が
答
え
て
言
う
に
、
銅
鉄
は
わ
が
国
に
は
多
い
。
校
書
館
で
印
刷

し
た
書
籍
は
概
ね
皆
刓
欠
し
て
い
る
。
こ
れ
を
購
入
し
て
も
読
む
こ
と
が
で
き
な

い
。
今
も
し
書
肆
を
設
け
て
も
多
く
刷
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
地
方
の
人
は

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
鋳
字
は
多
く
印
刷
こ
と
が
で
き
る
。
中
宗
が
言
う
に
、

書
籍
公
布
の
こ
と
は
措
置
せ
ざ
る
を
得
な
い
。こ
こ
か
ら
は
中
宗
が
書
肆
を
設
け
、

昭
格
署
所
有
の
銅
鉄
製
器
皿
を
鋳
潰
し
て
金
属
活
字
を
作
っ
て
ま
で
も
、
書
籍
広

布
に
取
り
組
も
う
と
す
る
強
固
な
意
思
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
条
で
「
校
書
館
所

印
書
冊　

類
皆
刓
欠
」
と
あ
る
の
は
、
木
版
印
刷
を
言
っ
て
お
り
、
校
書
館
で
の

主
要
印
刷
の
金
属
活
字
印
刷
に
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
「
雖
買
之
不
可
読
」
と
あ

る
の
は
、
校
書
館
の
木
版
印
刷
書
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
事
実
で
あ

る
。
た
だ
我
々
が
今
日
考
え
る
よ
う
に
、
貨
幣
を
以
っ
て
購
う
と
い
う
の
で
は
な



朝
鮮
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く
、
紙
・
米
や
布
で
購
入
す
る
、
或
い
は
印
出
に
必
要
な
料
紙
を
持
参
し
て
摺
り

出
し
て
も
ら
い
、
そ
の
手
間
賃
と
し
て
紙
・
米
や
布
を
与
え
る
こ
と
と
思
う
。
更

に
「
鋳
字
則
庶
可
多
印
」、
即
ち
、
金
属
活
字
印
刷
は
多
く
刷
れ
る
と
い
う
の
は
、

一
般
の
認
識
と
は
異
な
る
。
校
書
館
に
於
け
る
金
属
活
字
は
大
体
百
部
程
度
で
あ

り
、
そ
れ
以
上
に
な
る
と
馬
連
で
擦
る
力
が
作
用
し
て
活
字
の
植
字
版
か
ら
の
脱

落
が
生
じ
る
と
さ
れ
る
。
中
宗
の
書
肆
開
設
の
強
い
意
思
に
も
拘
わ
ら
ず
、
実
施

に
移
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
三
十
二
年
後
の

（
3
）『
明
宗
実
録
』
六
年
辛
亥
（
一
五
五
一
）
五
月
二
十
五
日
癸
丑
条
に
は

憲
府
啓
曰　

我
国
百
物　

皆
有
布
廛　

而
書
籍
独
無　

是
以
雖
有
書
而
不
得

売
焉　

以
此
書
冊
極
貴　

文
風
益
衰　

請
令
該
曹　

別
立
其
肆　

使
書
冊
易

於
買
売　

答
曰
書
肆
事　

似
乎
新
立　

大
臣
処
議
之

と
あ
る
。（
司
）
憲
府
の
上
啓
に
拠
れ
ば
、朝
鮮
の
全
て
の
物
貨
に
は
、皆
廛
（
店
）

を
設
け
る
。
し
か
し
書
籍
に
だ
け
は
店（
書
廛
）が
な
い
。
そ
の
た
め
書
籍
が
あ
っ

て
も
売
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
書
籍
が
極
め
て
高
く
、
文
風
が
益
々
衰

退
す
る
。
請
う
ら
く
は
、
担
当
官
衙
に
命
じ
て
別
途
に
書
廛
を
立
て
、
書
籍
の
売

買
が
容
易
く
で
き
る
よ
う
に
せ
ら
れ
よ
。
明
宗
が
答
え
て
言
う
に
、
書
肆
の
こ
と

は
新
設
の
よ
う
で
あ
る
。
大
臣
は
こ
れ
に
つ
い
て
論
議
せ
よ
。
こ
れ
に
依
れ
ば
、

明
宗
六
年
迄
書
肆
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
書
肆
設
立
に
向
け

て
の
議
論
を
命
じ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

（
4
）
翌
日
二
十
六
日
甲
寅
条
に
は

憲
府
啓
曰　

書
肆
之
法　

臣
等
非
初
創
而
為
之
也　

在　

中
宗
朝　

已
立
其

法　

而
廃
閣
不
行　

故
只
欲
申
明
而
已　

自　

上
春
秋
鼎
盛　

学
問
高
明　

事
之
是
非　

法
之
便
否　

已
涇
渭
於
宸
裏　

而
数
数
収
議　

似
為
煩
涜　

書

肆
申
明
之
事　

請
勿
留
難　

答
曰
如
啓

と
す
る
。（
司
）
憲
府
が
上
啓
す
る
に
、
書
肆
設
置
の
件
は
、
私
共
が
始
め
て
考

え
出
し
て
設
け
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
中
宗
朝
時
に
既
に
法
を
立
て
な
が
ら

も
廃
止
に
な
っ
て
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
件
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
た

の
み
で
あ
る
。
王
は
春
秋
は
充
実
し
、
学
問
は
高
明
で
、
事
の
是
非
や
法
の
便
・

不
便
は
既
に
御
心
に
涇
渭
（
決
断
の
謂
か
）
し
て
お
ら
れ
る
の
に
、
屢
々
商
議
す

る
の
は
御
心
を
煩
わ
す
よ
う
で
あ
る
。
書
肆
の
件
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
留
保

を
お
止
め
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
請
い
、
許
さ
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
見
る
に
、
世
宗
十
七
年
（
一
四
三
五
）
に
校
書
館
の
書
籍
を
刷
り
出

し
て
販
売
す
る
組
織
を
、
政
府
が
基
金
を
出
し
て
設
立
せ
ん
と
す
る
許
稠
の
上
啓

が
あ
り
、
世
宗
も
そ
れ
に
積
極
的
な
同
意
を
示
し
、
臣
下
に
議
す
る
こ
と
を
命
じ

て
い
る
が
、
結
局
は
沙
汰
止
み
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
中
宗
十
四
年

（
一
五
一
九
）
に
書
肆
設
立
の
議
が
持
ち
上
が
り
、
中
宗
は
積
極
的
に
同
意
し
、

昭
格
署
所
有
の
銅
鉄
製
器
皿
を
鋳
潰
し
て
金
属
活
字
を
作
る
と
い
う
具
体
的
な
方

策
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
推
移
を
見
る
と
、
書
肆
設
立
は
結

局
実
現
さ
れ
ず
、
明
宗
六
年
（
一
五
五
一
）
に
再
び
俎
上
に
載
せ
ら
れ
た
が
、
翌

日
こ
の
件
を
今
後
話
題
に
す
る
こ
と
す
ら
廃
止
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
学
者
・
儒
生

の
書
籍
渇
望
は
何
時
の
時
代
に
も
強
く
、
政
府
側
に
は
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
い
う

意
思
の
あ
っ
た
こ
と
は
記
録
か
ら
も
確
認
で
き
る
が
、
上
述
の
如
く
聖
賢
の
言
辞



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
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字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
三
號

五

を
収
め
た
書
籍
を
売
買
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
例
え
国
王
の
積
極
的
な
意
思
が

あ
っ
て
も
、官
僚
で
あ
る
高
官
に
は
認
め
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

結
局
は
官
僚
た
ち
の
反
対
に
あ
っ
て
実
現
は
叶
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

士
大
夫
或
い
は
読
書
人
は
商
い
に
は
手
を
染
め
な
い
と
い
う
、
中
国
・
朝
鮮
・
日

本
三
国
に
共
通
な
考
え
方
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
と
は
矛
盾
す
る
が
、
政
府
校
書
館
刊
の
金
属
活
字
印
本
が
、
売

ら
れ
て
い
た
と
し
か
思
え
な
い
事
例
が
あ
る
。
上
記
で
既
述
し
た
が
、
朝
鮮
に
は

既
に
朝
鮮
朝
初
期
に
政
府
刊
行
書
を
臣
下
に
下
賜
す
る
と
い
う
、
内
賜
本
（
或
い

は
宣
賜
本
）
が
制
度
と
し
て
確
立
し
て
い
る
。
全
体
の
刊
行
部
数
、
そ
し
て
そ
の

配
布
の
内
訳
等
に
つ
い
て
は
古
く
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
か
な
り
後
代
で
は
あ
る

が
、
官
版
を
印
刷
す
る
校
書
館
提
調
柳
希
春
の
日
記
『
眉
巌
日
記
草
』
の
宣
祖
三

年
庚
午
（
一
五
七
〇
）
九
月
二
十
七
日
条
に
は
、
こ
の
日
『
唐
百
家
詩
』
が
刷
り

上
り
、
十
五
部
を
国
王
へ
進
上
、
十
部
を
政
府
機
関
へ
、
そ
の
余
百
三
十
八
部
は

選
定
さ
れ
た
臣
下
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
国
王
進
上
の
書
は
王
が
手
元
に
置
い
て

繙
読
、
或
い
は
経

で
の
受
講
用
、
政
府
機
関
と
は
地
方
に
設
置
さ
れ
た
史
庫
や

ソ
ウ
ル
の
各
種
図
書
館
で
あ
る
。
政
府
機
関
や
個
人
に
内
賜
さ
れ
る
も
の
は
、
そ

の
書
の
第
一
冊
前
表
紙
裏
に
「
何
時
・
何
書
を
・（
官
職
）
誰
に
」
与
え
る
旨
の

墨
書
と
担
当
承
旨
の
姓
と
花
押
（
内
賜
記
或
い
は
宣
賜
記
）
が
あ
り
、
そ
の
左
の

冊
首
に
は
「
宣
賜
／
之
記
」（
方
八
糎
、
陽
刻
朱
印
）
が
鈐
印
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
『
唐
百
家
詩
』
の
場
合
な
ら
ば
、
国
王
進
上
用
以
外
の
書
に
は
す
べ
て

内
賜
記
（
或
い
は
宣
賜
記
）
と
「
宣
賜
／
之
記
」
印
が
具
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
筆
者
は
永
年
日
本
現
存
朝
鮮
本
を
調
査
し
て
い
る
が
、
政
府
の
金
属
活
字
印

本
を
見
る
に
、
内
賜
記
の
あ
る
内
賜
本
よ
り
、
内
賜
記
の
な
い
本
の
ほ
う
が
は
る

か
に
多
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
以
前
よ
り
疑
問
を
持
っ
て
き
た
が
、
内
賜

用
以
外
に
、
あ
る
程
度
の
部
数
を
刷
り
、
そ
れ
を
希
望
者
に
販
売
し
た
と
し
か
考

え
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。
販
売
と
い
っ
て
も
、
前
述
の
如
く
貨
幣
を
以
っ
て
購

う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
紙
・
米
や
布
で
購
入
す
る
、
或
い
は
印
出
に
必
要
な
料

紙
を
持
参
し
て
摺
り
出
し
て
も
ら
い
、
そ
の
手
間
賃
と
し
て
紙
・
米
や
布
を
与
え

た
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

書
籍
購
入

官
立
の
書
肆
の
な
か
っ
た
こ
と
は
上
で
見
た
。
ま
た
民
間
の
書
肆
も
、
李
胤
錫

教
授
に
依
れ
ば
一
八
〇
〇
年
頃
ま
で
確
認
で
き
な
い
と
い
う
。
し
か
し
書
肆
が
無

く
て
も
読
書
人
が
書
籍
を
入
手
し
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
具
体
的
な
そ
の

方
法
に
つ
い
て
は
既
に
柳
希
春
『
眉
巌
日
記
草
』
か
ら
確
認
し
た
。
読
書
人
の
書

籍
購
入
に
つ
い
て
は
文
集
等
に
屡
々
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
比
較
的
古
い
時

期
の
書
籍
購
入
に
就
い
て
、『
歴
代
世
年
歌
』
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

『
歴
代
世
年
歌
』
一
巻
『
東
国
世
年
歌
』
一
巻
一
冊　

元
曽
先
之
撰　
（
元
詩
）

明
張
美
和
撰　

朝
鮮
尹
淮
註　
（
東
国
世
年
歌
）
朝
鮮
権
蹈
編
註　

木
版
本　

成
宗
十
九
年
戊
申
（
一
四
八
八
）
十
一
月
既
望
跋
刊　

内
閣
文
庫
所
蔵

跋　

文　

  

右
歴
代
世
年
歌
鋳
本　

今
蔚
山
郡
守
金
公
閏
之
家
蔵
也　

盖
其
先

嘗
受　

賜
於　

世
宗
朝
者　

而
頒
之
已
久　

今
所
罕
見　

嘗
一
日

与
金
公
閑
話　

因
及
歴
代
興
廃
之
迹　

間
或
失
其
序
次　

金
公
曰　

吾
有
家
蔵
云
　々

盍
観
諸　

因
出
示
之　

試
得
而
披
閲
焉　

憶
昔

二
十
年
間　

嘗
得
一
覧
於
秘
書
閣　

而
於
私
則
未
嘗
見
也　

噫
予
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六

業
儒
且
三
十
年　

凡
名
家
所
蔵
書
未
嘗
不
購
求
而
悉
観
之　

若
此

書
乃
今
始
得
再
目
焉　

况
遐
方
初
学
之
士
家
世
無
伝
者
乎　

因
請

於
金
公
帰
而
刊
諸
府　

以
広
其
伝　

読
史
者
欲
捉
其
領
提
其
綱　

蓋
亦
歌
此
歌
乎　

弘
治
元
年
十
一
月
既
望
嘉
靖
大
夫
慶
州
府
尹
慶

州
鎮
兵
馬
節
制
使
洪
貴
達
跋

こ
の
『
歴
代
世
年
歌
』
の
弘
治
元
年
、
即
ち
成
宗
十
九
年
（
一
四
八
八
）
十
一

月
既
望
慶
州
府
尹
洪
貴
達
（
一
四
三
八－

一
五
〇
四
）
跋
に
拠
れ
ば
、
或
る
時
蔚

山
郡
守
金
閏
と
閑
話
を
し
て
い
て
本
書
に
話
が
及
ん
だ
と
こ
ろ
、
金
氏
宅
に
先
祖

が
世
宗
時
に
受
け
た
内
賜
本
が
あ
る
と
云
う
。
洪
貴
達
は
こ
の
二
十
年
間
に
朝
廷

内
の
秘
書
閣
に
於
い
て
一
度
だ
け
本
書
を
見
た
こ
と
が
あ
り
、
巷
間
で
は
見
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
。
ま
た
儒
業
に
携
わ
っ
て
三
十
年
近
く
、
凡
そ
名
家
の
所
蔵
書

は
購
入
し
て
悉
く
観
た
が
、
こ
の
書
は
初
め
て
観
た
と
言
う
。
こ
の
言
か
ら
察
す

る
に
、
洪
貴
達
の
蔵
書
の
多
く
の
部
分
は
名
家
か
ら
の
購
入
書
で
充
た
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
財
力
の
有
る
人
物
は
書
を
求
め
、
上
述
の
よ
う

な
手
段
で
蒐
書
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
歴
代
世
年
歌
』
は
世
宗
十
八
年
丙
辰

（
一
四
三
六
）
三
月
に
甲
寅
字
で
印
出
さ
れ
て
い
る
が
、
国
王
・
宮
中
の
図
書
館
・

政
府
高
官
に
配
布
さ
れ
た
の
み
で
、
恐
ら
く
は
三
十
至
五
十
部
程
度
で
は
あ
る
ま

い
か
。
五
十
年
後
に
は
希
書
と
な
っ
て
お
り
、
洪
貴
達
は
こ
れ
を
慶
州
府
で
刊
行

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
跋
文
に
よ
っ
て
、
財
力
あ
る
好
書
家
は
書
籍
購
入
に
よ
っ

て
蔵
書
を
増
や
し
た
こ
と
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

五　

書
籍
販
売

と
こ
ろ
で
、
書
籍
を
個
人
的
に
販
売
す
る
と
い
う
刊
記
の
あ
る
書
が
確
認
さ
れ

る
。
そ
れ
は
下
記
の
類
書
『
攷
事
撮
要
』
で
あ
る
。

『
攷
事
撮
要
』
二
巻
一
冊　

天
理
図
書
館
所
蔵

朝
鮮
魚
叔
権
撰　

木
版
本　

宣
祖
九
年
丙
子
（
一
五
七
六
）
七
月
刊　

円
光

寺
三
要
元
佶
旧
蔵　

巻
下
尾
題
次
行
「
万
暦
四
年
七
月　

日
／
水
標
橋
下
北

辺
二
第
里
門
入
河
漢
永
家
刻
板
買
者
尋
来
」　

『
攷
事
撮
要
』
は
士
大
夫
か
ら
胥
吏
に
至
る
人
々
に
日
用
に
必
須
な
知
識
を
与

え
る
書
で
、
類
書
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
明
宗
九
年
甲
寅
（
一
五
五
四
）

の
原
刊
本
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
幾
度
も
増
補
版
が
刊
行
さ
れ
、
更
に
は
改
編
を
加

え
て
『
攷
事
新
書
』
と
書
名
を
変
え
な
が
ら
、
十
八
世
紀
半
ば
頃
ま
で
刊
行
さ
れ

た
。
中
央
及
び
地
方
の
官
版
以
外
に
も
、
本
書
の
性
質
上
民
間
で
も
刊
行
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
後
期
に
諸
種
「
重
宝
記
」
が
持
て
囃
さ
れ
た
の
と
軌

を
一
に
す
る
。
こ
の
天
理
図
書
館
所
蔵
本
は
、
元
来
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
足
利
学

校
庠
主
三
要
元
佶
を
開
祖
と
し
て
京
都
伏
見
に
建
立
さ
れ
た
、
円
光
寺
旧
蔵
本
で

あ
る
。
巻
下
尾
題
次
行
に
上
記
の
如
く
、
万
暦
四
年
、
即
ち
宣
祖
九
年
丙
子

（
一
五
七
六
）
七
月　

日
、
ソ
ウ
ル
城
内
の
中
央
を
東
西
に
流
れ
る
清
渓
川
の
、

中
央
辺
り
に
あ
る
水
標
橋
北
辺
に
住
む
河
漢
永
の
家
刻
版
で
、
買
い
た
い
者
は
尋

ね
来
た
れ
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
「
河
漢
永
家
刻
板
」
と
あ
る
の
は
、
ど
の

よ
う
な
形
態
に
よ
っ
た
の
か
は
判
ら
な
い
が
、
河
漢
永
が
自
宅
で
刻
板
し
た
と
考
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え
て
よ
く
、
又
「
買
者
尋
来
」
と
あ
っ
て
、
購
買
者
を
招
い
て
い
る
。
城
内
の
東

西
に
伸
び
る
鍾
路
と
そ
の
南
側
に
流
れ
る
清
渓
川
の
間
は
庶
民
の
居
住
区
で
、
河

漢
永
は
胥
吏
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
辺
り
に
は
刻
版
・
印
出
等
の
技
術
を
も
つ
庶
民

が
住
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
河
漢
永
も
そ
の
よ
う
な
技
術
の
持
ち
主
、
即
ち
刻

手
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
地
方
の
官
版
の
刻
手
に
は
記
官
な
ど
の
下
吏
が
見

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
前
記
眉
巌
柳
希
春
は
宣
祖
元
年
戊
辰
（
一
五
六
八
）
永
年
に
亙
る
流

謫
を
赦
さ
れ
て
中
央
に
戻
り
、
校
書
館
提
調
と
し
て
書
籍
の
出
版
・
校
正
等
に
関

わ
る
一
方
、
鴻
儒
と
し
て
知
ら
れ
、
書
籍
の
蒐
集
に
砕
身
辛
苦
し
た
。
そ
の
蒐
書

に
考
え
う
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
い
た
こ
と
は
、
上
記
の
如
く
で
あ
る
。
眉

巌
逝
去
の
一
年
前
の
宣
祖
九
年
（
一
五
七
六
）
七
月
に
ソ
ウ
ル
の
中
央
で
上
梓
さ

れ
た
『
攷
事
撮
要
』
や
河
漢
永
に
つ
い
て
、
書
籍
に
つ
い
て
は
詳
細
を
尽
く
し
て

い
る
彼
の
日
記
『
眉
巌
日
記
草
』
に
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
不
可
解
で
も

あ
る
。
彼
の
日
記
に
は
男
奴
・
女
婢
に
対
す
る
言
及
も
あ
り
、
河
漢
永
の
身
分
に

よ
っ
て
言
及
を
控
え
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
河
漢
永
が
長
年
に
亘
っ
て
刻
版
の

業
に
携
わ
っ
て
い
た
な
ら
ば
、当
然
眉
巌
の
耳
に
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、偶
々

『
攷
事
撮
要
』
が
そ
の
初
期
の
刻
版
で
あ
り
、
眉
巌
の
耳
に
届
か
な
か
っ
た
か
、

或
い
は
民
間
の
刊
本
は
誤
謬
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
河
漢
永
に
他
の
刻
版
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
現
在
伝
わ
ら
な

い
。
中
国
や
日
本
で
は
商
い
が
世
襲
的
に
数
百
年
続
く
こ
と
は
、
特
に
珍
し
い
こ

と
で
は
な
い
が
、
朝
鮮
で
は
殆
ど
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
し
た

が
っ
て
河
漢
永
の
場
合
も
当
人
一
代
で
、
何
等
か
の
事
情
で
多
く
刻
版
を
重
ね
な

い
う
ち
に
終
わ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

本
書
を
始
め
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
、管
見
に
依
れ
ば
三
木
栄『
朝
鮮
医
書
誌
』（
増

修
版　

一
九
七
三　

学
術
図
書
刊
行
会
）
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
に
は

写
真
を
収
め
、
三
木
氏
は
上
記
刊
記
を
紹
介
し
つ
つ
、
刻
版
人
を
「
河
漢
水
」
と

し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
が
そ
の
後
の
研
究
者
に
引
き
継
が
れ
た
。
写
真
で
は
確
か

に
そ
の
よ
う
に
見
え
る
が
、名
と
し
て
「
漢
水
」
は
相
応
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
筆
者
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
部
分
的
に
破
損
が
あ
っ
て
、
一
見
「
水
」
に
見

え
る
が
、検
討
を
加
え
た
結
果
、元
来「
永
」と
結
論
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。「
水
」

字
の
第
一
画
の
起
筆
は
、
先
ず
斜
め
に
入
り
、
次
に
垂
直
に
下
る
。
該
書
で
は
斜

線
の
後
半
部
か
ら
垂
直
線
の
始
め
の
辺
り
が
、
円
状
に
料
紙
が
破
損
し
て
い
る
。

「
永
」
字
の
場
合
で
あ
る
と
、
先
ず
斜
め
の
や
や
膨
ら
み
の
あ
る
点
が
書
か
れ
、

そ
の
下
部
や
や
左
か
ら
右
へ
の
横
短
線
、
上
部
に
あ
る
点
の
真
下
辺
り
か
ら
垂
直

線
と
な
っ
て
下
方
に
下
る
。「
永
」
字
の
点
の
下
部
と
、
そ
の
下
に
あ
る
横
単
線

と
垂
直
線
の
始
め
の
辺
り
が
、
円
状
に
破
損
し
て
い
る
。「
水
」「
永
」
字
判
別
の

手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
上
部
に
あ
る
斜
線
で
あ
る
。
こ
の
斜
線
が
一
直
線
で
は

な
く
、
膨
ら
み
を
帯
び
て
お
り
、「
永
」
字
の
第
一
画
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

ま
た
こ
の
『
攷
事
撮
要
』
中
の
「
書
冊
市
准
」
条
に
は
「
小
学
大
文　

紙
五
貼

十
四
張
○
値
米
一
斗
五
升
」
等
三
十
部
ほ
ど
に
つ
い
て
入
用
の
紙
量
と
そ
の
売
価

が
あ
り
、
売
価
は
米
或
い
は
綿
布
で
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
販
売
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
何
処
で
刊
行
さ
れ
た
書
が
、
何
処
で
売
ら
れ
て
い
る
か
は

記
さ
れ
て
お
ら
ず
未
詳
で
あ
る
。
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坊
刻
本

上
述
『
攷
事
撮
要
』
の
刊
記
末
に
「
買
者
尋
来
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
規
模

は
未
詳
で
あ
り
、
ほ
ん
の
一
時
的
で
あ
る
が
、
書
籍
を
売
り
出
し
て
い
た
こ
と
が

判
る
。
こ
の
「
買
者
尋
来
」
と
明
記
し
た
こ
の
資
料
は
、
現
時
点
に
於
い
て
は
洵

に
稀
有
な
も
の
で
あ
る
。
又
「
書
冊
市
准
」
も
書
籍
販
売
の
証
拠
た
り
得
る
が
、

そ
の
他
の
多
く
は
状
況
か
ら
推
測
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
坊
刻
本
で
あ
る

明
証
は
な
い
が
、
諸
点
か
ら
勘
案
し
て
坊
刻
本
で
あ
ろ
う
と
推
量
さ
れ
る
諸
本
を

以
下
で
紹
介
、
検
討
し
て
み
よ
う
。

（
1
）『
東
国
荘
元
集
』
丙
集
一
巻
一
冊　

朝
鮮
闕
名
氏
編　

金
属
活
字
印
本　

﹇
中
宗
後
葉
明
宗
間
﹈
刊　

四
周
単
辺　

内
框
十
八
．
二
×
十
一
．
一
糎　

十
三
行
十
七
字　

上
下
中
黒
口　

上
下
内
向
黒
魚
尾　

魚
尾
間
「
丙　

天
」　　

内
閣
文
庫
所
蔵

『
東
国
荘
元
集
』
は
科
挙
受
験
参
考
書
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
所
蔵
本
は
丙
集
で
、

韓
国
の
諸
目
録
に
よ
れ
ば
、
甲
・
乙
・
丙
の
三
巻
か
ら
成
る
よ
う
で
あ
る
。
内
容

は
朝
鮮
朝
初
期
か
ら
、
現
在
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
中
宗
九
年
甲
戌

（
一
五
一
四
）
ま
で
の
歴
代
科
挙
状
元
の
対
策
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書

は
活
字
印
本
で
あ
る
が
、
そ
の
種
類
に
つ
い
て
韓
国
の
諸
目
録
で
は
、
金
属
活
字

の
甲
辰
字
小
字
・
乙
亥
字
小
字
多
混
木
活
字
・
倣
乙
亥
字
小
字
木
活
字
と
す
る
。

筆
者
は 

金
属
活
字
印
本
で
、
木
活
字
を
多
く
混
用
す
る
と
見
、
金
属
活
字
の
種

類
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
を
加
え
た
い
。
と
こ
ろ
で
金
属
（
主
と
し
て
銅
・
鉄
）

は
高
価
で
、
ま
た
そ
れ
を
用
い
て
活
字
を
鋳
造
す
る
こ
と
は
技
術
的
に
困
難
で
あ

る
た
め
、
民
間
で
は
金
属
活
字
は
作
ら
れ
ず
、
専
ら
木
活
字
に
よ
っ
た
。
た
だ
全

く
政
府
以
外
で
金
属
活
字
を
鋳
造
し
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
息
庵
金

錫
胄
（
一
六
三
四－

一
六
八
四
）
は
粛
宗
三
年
丁
巳
（
一
六
七
七
）
頃
に
銅
活
字

で
あ
る
韓
構
字
を
鋳
造
し
、
祖
潜
谷
金
堉
を
始
め
一
族
の
詩
文
集
を
刊
行
し
て
い

る
。
息
庵
は
右
議
政
に
至
っ
た
人
物
で
、
潜
谷
は
領
議
政
、
父
帰
川
金
佐
明
は
兵

曹
判
書
、
姻
戚
に
も
歴
々
た
る
人
物
を
擁
す
る
権
門
で
あ
る
。
従
っ
て
財
力
も
あ

り
、
ま
た
鋳
造
技
術
を
持
つ
鋳
字
所
の
匠
人
も
利
用
し
得
た
の
で
、
金
属
活
字
を

作
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
韓
構
字
は
粛
宗
二
十
一
年
乙
亥
（
一
六
九
五
）

に
政
府
に
買
収
の
議
が
も
ち
上
が
り
、
そ
の
校
書
館
に
収
蔵
さ
れ
、
校
書
館
に
於

け
る
印
出
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
東
国
荘
元
集
』
は
金
属
活
字
印
本
で
あ

る
た
め
、
一
旦
は
校
書
館
印
出
本
と
看
做
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
校
書

館
印
本
と
し
て
認
定
し
が
た
い
点
が
あ
る
。
先
ず
書
名
の
『
東
国
荘
元
集
』
で
あ

る
が
、「
荘
元
」
は
正
し
く
は
「
状
元
」
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
朝
鮮
で
は
音
通

で
「
壮
元
」
と
書
か
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、「
荘
元
」
は
明
ら
か
に
誤
謬
で
あ
る
。

ま
た
「
第
一
人
」
の
「
第
」
字
を
「
弟
」
字
に
、「
金
千
齢
」
の
「
齢
」
字
を
「

」

字
に
、「
金
克
成
」
の
「
成
」
字
を
「
誠
」
字
に
誤
る
な
ど
、
誤
字
が
多
い
。
ま

た
本
書
は
七
十
六
張
よ
り
な
り
、
通
常
張
次
は
「
一
」
至
「
七
十
六
」
と
な
る
の

で
あ
る
が
、
第
一
至
十
二
張
は
「
天
・
地
・
玄
・
黄
・
五
・
宙
・
洪
・
荒
・
日
・
月
・

盈
・
昃
」
と
あ
り
、「
五
」
以
外
は
『
千
字
文
』
を
用
い
て
順
序
を
附
す
。「
五
」

は
張
次
に
一
致
す
る
が
、
或
い
は
「
宇
」
字
を
誤
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
長
年
朝

鮮
本
の
調
査
に
当
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
『
千
字
文
』
を
用
い
る
の
は
、
初

め
て
で
あ
る
。
恐
ら
く
中
国
本
に
お
い
て
も
見
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
全
七
十
六
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張
で
あ
る
の
で
、
全
て
『
千
字
文
』
を
用
い
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
な
り
に
納
得
は
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
十
一
字
の
み
を
『
千

字
文
』
を
用
い
る
の
は
極
め
て
異
常
で
あ
る
。
ま
た
第
二
十
一
張
以
降
は
「
二
一
」

「
三
一
」「
四
一
」
の
如
く
「
十
」
を
用
い
な
い
。
ま
た
「
三
三
」「
五
五
」
以
外

は
「
二
〻
」「
四
〻
」「
六
〻
」
の
如
く
重
複
記
号
「
〻
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
本
書
は
十
三
行
十
七
字
に
作
る
が
、
本
文
は
第
七
十
六
張
裏
第
十
二
行
第

十
三
格
で
終
り
、
次
行
第
十
七
格
に
「
終
」
と
一
字
だ
け
で
終
わ
っ
て
い
る
。
通

常
な
ら
ば
、
次
行
第
一
格
か
ら
「
東
国
荘
元
集
終
」
と
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
金

属
活
字
印
本
で
あ
る
点
が
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
校
書
館
印
本
と
は
極
め

て
特
異
な
る
版
式
を
採
り
、
ま
た
書
名
を
始
め
本
文
に
誤
字
甚
だ
多
く
、
料
紙
は

楮
紙
で
は
あ
る
が
薄
く
、
印
面
が
不
美
で
あ
る
の
は
、
ど
の
点
か
ら
見
て
も
、
校

書
館
印
本
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
本
書
の
内
容
が
科
挙
受
験
参
考
書
で
あ
る

こ
と
も
、
中
国
に
於
け
る
と
同
様
、
坊
刻
本
に
相
応
し
い
と
い
え
る
。

（
2
）『
剪
灯
新
話
句
解
』
二
巻
附
秋
香
亭
一
巻
一
冊　

瞿
佑
撰　

朝
鮮
尹
春
年

訂
正　

林

集
釈　

木
版
本　

明
宗
十
四
年
己
未
（
一
五
五
九
）
五
月
下
澣

刊　

四
周
双
辺　

内
框
二
十
三
．
〇
×
十
六
．
九
糎　

十
一
行
二
十
字　

上

下
中
黒
口　

上
下
内
向
3
葉
花
紋
黒
魚
尾　

魚
尾
間
「
上
（
下
）　

幾
」　

有

刻
手
名　

林
羅
山
手
沢
本　

内
閣
文
庫
所
蔵　

同
版
：
筑
波
大
学
（
瞿
序
・

本
文
二
巻
・
附
一
巻
）、
蓬
左
文
庫
（
本
文
二
巻
・
附
一
巻
）　

構　

成　
（

 
 

1
）（
イ
）剪
灯
新
話
序（
鈔
写
）（
洪
武
十
一
年
戊
午（
一
三
七
八
）

六
月
朔
日
瞿
佑
）　
（
ロ
）﹇
序
﹈（
鈔
写
）（
洪
武
十
三
年
庚
申

（
一
三
八
〇
）夏
四
月
凌
雲
翰
）　
（
ハ
）剪
灯
新
話
引（
鈔
写
）（
洪

武
十
四
年
辛
酉
（
一
三
八
一
）
秋
八
月
呉
植
）　
（
ニ
）
剪
灯
新

話
跋
（
鈔
写
）（
同
年
重
陽
前
一
日
金
冕
）　
（
ホ
）
剪
灯
新
話
詩

并
序　
（
鈔
写
）（
洪
武
二
十
二
年
己
巳
（
一
三
八
九
）
六
月
六

日
桂
衡
）　
（
2
）
剪
灯
新
話
目
録
（
鈔
写
）　
（
3
）
剪
灯
新
話

句
解
巻
之
上
（
下
）　
（
4
）
附
録
（
秋
香
亭
記
）　
（
5
）（
イ
）

剪
灯
新
話
巻
後
紀
（
鈔
写
）（
永
楽
十
八
年
庚
子
（
一
四
二
〇
）

五
月
十
日
胡
子
昂
）　
（
ロ
）
秋
香
亭
記
跋
（
鈔
写
）（
同
年

賓

望
日
晏
壁
）　
（
ハ
）
剪
灯
新
話
巻
後
志
（
鈔
写
）（
同
年
秋
八
月

既
望
唐
岳
）　
（
ニ
）
重
校
剪
灯
新
話
後
序
（
鈔
写
）（
永
楽
十
九

年
辛
丑
（
一
四
二
一
）
正
月
灯
夕
七
十
五
歳
翁
瞿
佑
）　
（
ホ
）

題
剪
灯
録
後
絶
句
四
首（
鈔
写　

低
一
格
）　
（
ヘ
）﹇
原
刊
記
﹈（
鈔

写　

低
二
格
）（
存
斎
）　
（
6
）
剪
灯
新
話
句
解
跋
（
鈔
写
）（
明

宗
十
四
年
己
未
（
一
五
五
九
）
五
月
下
澣
垂
胡
子
林

）　
（
7
）

題
註
解
剪
灯
新
話
後
（
鈔
写
）（
明
宗
十
九
年
甲
子
（
一
五
六
四
）

閏
二
月
日
尹
春
年
）

跋　

文　
（

 
 

6
）
…
…
歳
丁
未
秋　

礼
部
令
史
宋
糞
者
求
釈
於
余　

余
以
為

稗
説
不
適
於
実
用　

何
以
釈
為
乃
辞　

既
而
思
之　

山
海
経
愽

物
志
語
渉
弔
詭　

倶
有
箋
疏　

仏
氏
諸
典
字
本
梵
書
尚
皆
鑿
空　

而
演
解
其
釈　

是
書
不
猶
愈
於
釈
梵
書
者
手　

於
是
就
滄
洲
大

人
而
謀
焉　

意
既
克
合　

方
始
輯
疏　

纔
觧
一
録　

而
滄
洲
適

居
棘
于
宣
城　

余
独
以
平
昔
所
記
聞　

窃
為
之
尽
釈
学
…
…
遂

為
讎
正　

委
諸
宋
糞　

使
之
募
印　

糞
之
志
勤
矣　

糞
吏
也　

惟
簿
書
是
急　

乃
於
是
書
已
欲
昭
昭　

而
又
欲
使
人
昭
々
推
此



朝
鮮
読
書
人
と
書
籍
入
手

一
〇

志
也　

雖
古
之
与
人
為
善
者
不
是
過
也　

然
而
糞
也
不
克
鏤
板　

乃
輳
合
木
字
而
印
之　

字
多
刓
欠　

覧
者
病
焉　

今
茲
滄
洲
以

天
官
卿
兼
提
調
校
書
館　

而
諸
員
尹
継
延
者
禀
於
其
提
調　

欲

入
梓
以
広
其
伝　

余
更
為
之
刪
煩
就
簡　

以
為
句
解　

而
滄
洲

実
訂
正
焉　

因
撮
其
注
釈
之

概　

書
諸
顛
末　

糞
之
印
本
訖

於
己
酉　

而
継
延
之
購
刻
終
於
己
未　

詳
録
其
年　

俾
来
者
知

之　

嘉
靖
己
未
五
月
下
澣
青
州
垂
胡
子
跋　
（
7
）
…
…
青
州
林

君

子
育　

以
愽
問
強
記
之
学
未
試
於
世　

無
所
攄
発　

遂
註

此
書
窮
捜
冥
索　

少
無
踈
漏　

使
隠
者
即
見　

微
者
即
顕　

其

為
忠
臣
於
宗
吉
氏　

可
謂
至
矣　

芸
閣
唱
准
尹
継
延　

手
書
入

梓　

以
広
其
伝　

可
謂
勤
矣　

世
謂
此
註
出
於
余
者
非
也　

余

忝
在
玉
堂
時　

偶
見
陶
九
成
所
著
説
郛　

得
数
段
添
入
而
已　

余
豈
能
辧
此
哉　

上
自
儒
生
下
至
胥
吏　

喜
読
此
書　

以
為
暁

解
文
理
之
捷
径　

而
所
患
者
用
事
難
尋　

而
造
語
難
知
爾　

今

因
此
註
一
披　

而
尽
昧
者
以
明　

窒
者
通　

上
焉
為
立
揚
之
資　

下
以
焉
為
文
簿
之
用　

其
有
補
於
初
学
大
矣　

然
則
林
君
之
註　

継
延
之
刻　

可
嘉
也　

已
若
宗
吉
氏
之
心
註
未
之
及　

故
仍
書

之　

以
為
読
此
書
者
之
指
南　

而
扶
持
名
教
之
一
助
云
爾　

嘉

靖
甲
子
閏
二
月
日
正
憲
大
夫
刑
曹
判
書
兼
芸
文
館
提
学
尹
春
年

謹
跋　

万
暦
四
年
七
月　

日

本
書
『
剪
灯
新
話
句
解
』
は
中
国
小
説
と
し
て
朝
鮮
で
甚
だ
好
ま
れ
、
ま
た
壬

辰
乱
時
に
日
本
に
将
来
さ
れ
て
重
刻
さ
れ
、
浅
井
了
意
に
よ
っ
て
『
御
伽
婢
子
』

に
利
用
さ
れ
る
等
、
日
本
に
も
大
い
に
影
響
を
与
え
た
書
で
あ
る
。
上
記
に
記
し

た
構
成
が
原
本
に
近
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
内
容
を
保
つ
の
は
該
内
閣

文
庫
本
だ
け
で
あ
り
、
他
所
で
は
本
文
の
み
を
保
ち
、
序
文
・
跋
文
を
殆
ど
喪
失

し
て
い
る
。
朝
鮮
で
は
中
国
の
小
説
は
士
大
夫
間
で
は
愛
読
さ
れ
、『
剪
灯
新
話
』

や
『
剪
灯
余
話
』
は
中
宗
元
年
丙
寅
（
一
五
〇
六
）
校
書
館
に
印
出
が
命
じ
ら
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
地
方
官
衙
各
所
で
刊
行
さ
れ
も
し
て
い
る
が
、
一
般
に
は

有
害
と
み
な
さ
れ
、
国
か
ら
は
繙
読
が
禁
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

本
書
は
木
版
本
で
あ
る
が
、
明
宗
十
四
年
己
未
（
一
五
五
九
）
垂
胡
子
林

及

び
同
十
九
年
甲
子
（
一
五
六
四
）
滄
洲
尹
春
年
の
両
跋
に
よ
っ
て
、本
書
に
先
立
っ

て
木
活
字
が
あ
り
、
そ
の
刊
行
経
緯
が
判
る
。
明
宗
二
年
丁
未
（
一
五
四
七
）
秋

礼
曹
の
胥
吏
宋
糞
が
博
覧
強
記
で
知
ら
れ
る
吏
文
学
官
林

に
、『
剪
灯
新
話
』

に
註
を
附
す
こ
と
を
乞
う
た
。
林

は
一
旦
は
断
っ
た
が
、
官
僚
尹
春
年
に
図
っ

て
開
始
し
た
。
尹
春
年
は
咸
鏡
道
徳
源
に
流
配
さ
れ
た
た
め
、
林

は
一
人
で
こ

れ
を
行
い
、
讎
正
の
上
こ
れ
を
宋
糞
に
委
ね
、「
募
印
」
せ
し
め
た
と
い
う
。
刊

行
に
関
わ
っ
て
い
る
宋
糞
と
林

は
い
ず
れ
も
吏
で
あ
っ
て
、
官
で
は
な
い
。
林

は
吏
文
学
官
と
し
て
六
度
燕
京
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
小
説
愛
好
家

が
士
大
夫
の
み
な
ら
ず
、
吏
人
に
及
び
、
ま
た
彼
ら
が
『
剪
灯
新
話
』
の
登
梓
を

企
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
宋
糞
は
「
募
印
」、
即
ち
購
入
希
望
者
を
募
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
礼
曹
の
胥
吏
宋
糞
に
は
充
分
な
財
力
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

登
梓
に
必
要
な
資
金
は
当
然
回
収
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
あ
る
程
度
の
利
益
を
も

考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
購
買
希
望
者
を
募
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

林

跋
に
は「
糞
也
不
克
鏤
板　

乃
輳
合
木
字
而
印
之　

字
多
刓
欠　

覧
者
病
焉
」

と
あ
っ
て
、
林

の
予
想
と
は
違
っ
て
宋
糞
は
木
版
に
附
す
こ
と
が
で
き
ず
、
木



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
三
號

一
一

活
字
を
集
め
て
印
刷
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
購
買
希
望
者
数
が
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。木
版
は
版
木
を
作
る
た
め
に
費
用
と
時
間
を
要
す
る
が
、

一
度
出
来
上
が
り
さ
え
す
れ
ば
幾
ら
で
も
刷
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
数
十
年
或
い

は
数
百
年
に
亘
っ
て
後
印
も
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
木
活
字
は
短
期
間

に
廉
価
に
刷
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
度
に
刷
れ
る
部
数
が
せ
い
ぜ
い

五
十
か
ら
百
部
程
度
で
あ
り
、
一
面
す
る
毎
に
植
字
版
を
解
体
す
る
た
め
、
更
に

印
出
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
新
た
に
植
字
を
や
り
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
こ
の
木
活
字
本
は
、
文
字
に
刓
欠
が
多
く
、
閲
読
者
は
こ
れ
に
困
っ
た

と
あ
る
。
恐
ら
く
使
い
古
さ
れ
た
刓
欠
の
あ
る
木
活
字
を
有
す
る
者
に
依
頼
し
て

刷
ら
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
木
活
字
を
持
つ
も
の
が
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
、

或
い
は
宋
糞
が
そ
の
木
活
字
の
所
有
者
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
後
代
の
木
活

字
印
刷
を
見
て
も
、権
門
の
文
集
に
は
極
め
て
雅
美
な
活
字
を
用
い
て
印
面
麗
正
、

寒
門
の
文
集
に
は
字
体
の
揃
わ
な
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
幾
種
類
も
の
字
体
を
寄

せ
集
め
た
活
字
を
用
い
、
ま
た
印
出
技
術
も
劣
等
で
印
面
も
ま
た
猥
雑
で
あ
る
。

こ
れ
は
経
済
力
の
有
る
家
門
で
は
優
れ
た
木
活
字
と
技
術
を
持
つ
者
に
頼
み
、
寒

貧
の
家
門
で
は
劣
っ
た
者
に
依
頼
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
宋
糞
は
財
力
が

な
か
っ
た
た
め
悪
い
活
字
所
有
者
に
依
頼
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
悪
い
活
字
所
有

者
を
選
ん
で
博
利
を
目
論
ん
だ
か
も
知
れ
な
い
。こ
の
当
時
の
木
活
字
所
有
者
は
、

後
代
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
店
舗
を
構
え
て
常
時
印
刷
に
従
事
す
る
の
で
は
な

く
、
他
に
職
業
、
例
え
ば
農
業
や
商
業
に
従
事
し
な
が
ら
空
い
た
時
間
に
、
自
宅

で
或
い
は
出
張
し
て
植
字
・
印
刷
・
製
本
に
携
わ
っ
た
と
考
え
る
の
が
、
穏
当
と

考
え
ら
れ
る
。

宋
糞
の
木
活
字
印
本
は
明
宗
四
年
己
酉
（
一
五
四
九
）
に
出
版
さ
れ
た
が
、
そ

れ
も
次
第
に
な
く
な
っ
て
行
っ
た
。
尹
春
年
は
そ
の
後
赦
さ
れ
て
刑
曹
判
書
と
な

り
、
校
書
館
の
長
官
で
あ
る
提
調
を
兼
任
し
た
が
、
校
書
館
の
下
吏
で
あ
る
唱
准

尹
継
延
が
本
書
を
上
梓
せ
ん
こ
と
を
乞
う
た
。
宋
糞
の
木
活
字
印
本
を
そ
の
ま
ま

木
版
本
に
し
た
の
で
は
な
く
、
林

が
冗
漫
な
部
分
を
削
除
の
上
簡
要
に
し
、
春

年
は
訂
正
を
加
え
て
、
尹
継
延
の
手
書
を
版
下
と
し
て
明
宗
十
四
年
己
未

（
一
五
五
九
）に
刊
行
さ
れ
た
。該
書
に
は
刻
手
名
が
版
心
に
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
、

校
書
館
に
於
け
る
刊
行
で
は
な
い
。『
攷
事
撮
要
』
に
拠
れ
ば
、
原
州
と
永
川
に

版
木
が
確
認
で
き
る
の
で
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
刊
行
で
あ
ろ
う
か
。
尹
継
延
か
ら

請
願
を
受
け
た
尹
春
年
は
、
本
書
は
校
書
館
で
の
上
梓
に
相
応
し
か
ら
ず
と
判
断

し
て
、
上
記
地
方
官
衙
の
旧
知
の
守
令
に
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
尹
春
年
跋
に

は
「
上
自
儒
生
下
至
胥
吏
喜
読
此
書
」、
即
ち
上
は
儒
生
か
ら
下
は
胥
吏
に
い
た

る
ま
で
本
書
を
好
む
と
あ
る
。
本
書
の
刊
行
に
関
わ
る
中
心
が
、
官
属
林

や
胥

吏
で
あ
る
宋
糞
・
尹
継
延
で
あ
る
の
は
、
よ
く
本
書
の
性
格
を
物
語
っ
て
い
る
。

恐
ら
く
士
大
夫
や
官
僚
は
こ
の
よ
う
な
小
説
類
を
、
自
ら
進
ん
で
刊
行
を
企
図
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
士
大
夫
や
官
僚
の
本
音
と
建
前
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
尹
春
年
跋
が
本
書
の
刊
年
よ
り
後
で
あ
る
の
は
お
か
し
く
、
こ

の
部
分
は
後
の
鈔
写
に
係
る
た
め
書
き
誤
り
か
。
或
い
は
刊
行
後
の
追
刻
か
。

（
3
）『
宋
史
節
要
』
二
十
五
巻
（
闕
巻
八
）
存
十
冊　

□
闕
名
氏
編　
﹇
明
宗

末
宣
祖
初
葉
間
﹈﹇
全
羅
道
羅
州
﹈
木
活
字
印
本　

内
閣
文
庫
所
蔵

本
書
『
宋
史
節
要
』
は
木
活
字
印
本
で
あ
り
、
版
心
の
黒
口
や
魚
尾
も
木
活
字

を
用
い
、
甚
だ
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
黒
口
や
魚
尾
の
中
に
刻
手
名
が
あ



朝
鮮
読
書
人
と
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籍
入
手

一
二

る
。「
亽
州
曹
失
」「
亽
州
」「
仁 

金
」
な
ど
が
見
ら
れ
、
ま
た
第
四
冊
以
外
の
毎

冊
首
に
墨
書
「
羅
州
校
上
」、
こ
の
墨
書
の
下
に
朱
官
印
が
あ
る
。
印
記
未
詳
で

あ
る
が
、
恐
ら
く
は
「
羅
州
／
牧
印
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
墨
書
か
ら
羅
州
郷
校
所

蔵
本
で
あ
り
、
刻
手
名
に
混
じ
っ
て
見
え
る
羅
州
と
一
致
す
る
の
で
、
本
書
は
全

羅
道
亽
（
羅
）
州
印
本
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

さ
て
本
書
は
羅
州
牧
刊
の
官
版
で
あ
る
の
か
、そ
れ
と
も
坊
刻
本
で
あ
る
の
か
。

地
方
官
衙
の
刊
行
書
は
殆
ど
木
版
本
で
あ
る
。
そ
れ
は
基
本
的
に
は
書
籍
の
普
及

の
た
め
に
刊
行
す
る
も
の
で
、
従
っ
て
後
印
が
可
能
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
各
官
衙
所
蔵
の
版
木
の
目
録
が
あ
り
、
遠
隔
地
に
居
る
も
の
で
も
そ
の
目

録
を
手
掛
に
後
印
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
木
活
字
で
は
直
ち
に
後
印
が
で

き
な
い
。
尤
も
地
方
官
衙
で
も
木
活
字
印
本
が
皆
無
と
断
定
は
で
き
な
い
。
本
書

は
楮
紙
で
は
あ
る
が
、
裏
面
の
映
る
薄
く
、
小
木
片
の
混
在
す
る
粗
悪
な
料
紙
で

あ
り
、
ま
た
内
容
が
宋
史
の
節
約
本
と
い
う
、
坊
刻
本
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。

該
書
に
は
嘉
靖
二
十
年
及
び
二
十
二
年
、即
ち
中
宗
三
十
六
年
辛
丑
（
一
五
四
一
）

及
び
同
三
十
八
年
癸
卯
（
一
五
四
三
）
の
全
羅
道
地
方
の
反
古
官
文
書
の
紙
背
を

用
い
て
い
る
張
も
あ
る
。
官
衙
か
ら
不
要
と
し
て
再
生
用
に
放
出
さ
れ
た
官
文
書

の
再
利
用
で
あ
る
。
筆
者
は
本
書
を
明
宗
末
宣
祖
初
葉
間
刊
の
全
羅
道
羅
州
に
於

け
る
坊
刻
本
と
考
え
る
。

朝
鮮
本
は
一
般
に
刊
記
が
な
い
が
、
本
書
も
同
様
で
あ
る
。
第
一
冊
首
に
「
吉

家
／
氏
蔵
」
印
が
鈐
さ
れ
て
お
り
、
医
師
吉
田
意
安
（
一
五
五
八－

一
六
一
〇
）

旧
蔵
書
で
あ
る
。

（
4
）『
史
要
聚
選
』九
巻
四
冊　

朝
鮮
権
以
生
編　

哲
宗
七
年
丙
辰（
一
八
五
六
）

季
冬
刊　

木
版
本

巻
九
末
刊
記
「
丙
辰
季
冬
／
新
刊
」　

関
西
大
学
所
蔵　

構　

成　
（

 
 

1
）
史
要
聚
選
序
（
十
五
行
二
十
四
字
）（
粛
宗
五
年
己
未
年

（
一
六
七
九
）
月
日
権
以
生
）　
（
2
）
史
要
目
録
（
十
一
行
）　

（
3
）
史
要
聚
選
巻
之
一
（
至
九
）

序　

文　
（

 
 

1
）
此
編
盖
取
諸
二
書
矣　

諸
史
詳
録
出
於
武
城
倅　

謄
書
時

而
細
書
七
巻　

自
盤
古
以
下
国
系
及
列
伝
事
蹟　

所
未
見
者
多

矣　

歴
代
会
霊
出
於
康
進
士
手　

而
他
家
印
行
者
不
无
訛
漏
処　

故
得
其
草
本　

攷
正
後
蒐
輯
此
編　

而
分
類
第
次
則
一
遵
会
霊　

嘉
言
異
跡
則
多
採
詳
録　

而
備
載　

及
其
戦
国
則
以
列
国
誌
国

語
補
益
之　

至
於
宋
朝
則
取
於
名
臣
録　

而
倍
加
焉　

其
措
語

也
為
便
於
捷
見　

不
改
会
霊
之
旧
本　

而
断
章
聚
之　

摘
句
選

焉
則
此
莫
非
史
家
之
支
流
余
波　

故
遂
名
曰
史
要
聚
選　

既
有

是
編
則
天
地
間
万
物
皆
備
於
人　

故
略
抄
事
文
類
聚
以
為
三
編　

継
之
於
後　

此
非
余
意
也　

適
夫
田
以
来
朴
致
維
両
人　

為
詞

林
万
一
之
助
鳩
財
剞
　

欲
以
行
于
世　

請
余
起
草　

余
不
得

辞
者　

諸
書
之
前
言
徃
行
不
啻
盈
五
車　

而
非
一
朝
一
夕
之
所

可
致　

則
会
霊
之
有
切
於
人
已
久　

而
為
其
書
之
不
壊
因
以
潤

色
焉　

崇
禎
後
己
未
年
月
日
安
東
権
以
生
書
草
于
詩
山
客
斎

こ
こ
に
挙
げ
た
『
史
要
聚
選
』
は
、
巻
九
末
に
「
丙
辰
季
冬
／
由
洞
新
刊
」
な

る
刊
記
が
あ
り
、
こ
の
丙
辰
は
哲
宗
七
年
（
一
八
五
六
）
と
考
え
ら
れ
、
ソ
ウ
ル

由
洞
で
新
た
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
由
洞
新
刊
本
に
は
、
原
刊
本
の
序
文



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
三
號

一
三

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
本
書
の
成
立
事
情
が
判
る
。
崇
禎
後
己
未

年
、
即
ち
粛
宗
五
年
（
一
六
七
九
）
安
東
人
権
以
生
序
に
拠
れ
ば
、『
史
要
聚
選
』

は
、
武
城
（
泰
仁
）
の
倅
（
守
令
）
編
『
諸
史
詳
録
』
七
巻
と
康
進
士
編
『
歴
代

会
霊
』
の
二
書
を
取
っ
て
分
類
編
次
し
て
成
し
た
も
の
で
あ
る
。『
歴
代
会
霊
』

を
中
心
と
し
て
遵
守
し
な
が
ら
も
、
諸
書
よ
り
多
く
を
補
っ
た
。
体
例
は
『
歴
代

会
霊
』
に
倣
っ
た
。『
事
文
類
聚
』
を
略
抄
し
て
三
編
と
成
し
、本
書
に
続
け
る
が
、

こ
れ
は
己
の
意
思
で
は
な
い
。
偶
々
あ
の
田
以
来
（
采
）
と
朴
致
維
の
両
人
が
詞

林
の
一
助
た
ら
ん
と
鳩
財
剞

し
、
上
梓
し
よ
う
と
し
て
権
以
生
に
序
を
乞
う
た

と
い
う
。「
夫
田
以
来
朴
致
維
両
人
」
の
「
夫
」
は
、
よ
く
知
っ
て
い
る
「
あ
の
」

の
意
で
あ
る
。
柳
鐸
一
『
韓
国
文
献
学
研
究
』（
亜
細
亜
文
化
社　

一
九
八
九
）

に
依
れ
ば
、田
以
采（
上
序
采
誤
作
来
）に
就
い
て
は
、純
宗
三
年
癸
亥（
一
八
〇
三
）

十
二
月　

日
田
以
采
・
朴
致
維
刊
『
詳
説
古
文
真
宝
大
全
』
前
集
十
二
巻
後
集
十

巻
八
冊
の
跋
に
田
以
采
が
「
胥
吏
之
流
」
と
述
べ
て
お
り
、
田
以
采
が
泰
仁
県
の

下
吏
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
田
以
采
は
、
高
麗
の
鴻
儒
埜
隠
田
禄
生

（
一
三
一
八－

一
三
七
五
）
の
後
裔
と
云
う
。
朴
致
維
に
就
い
て
は
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
跋
文
や
刊
記
で
は
必
ず
田
以
采
の
下
に
続
い
て
書
か
れ
る
の
で
、
田
以

采
よ
り
身
分
が
低
い
か
、
年
下
の
衙
前
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。『
史
要
聚
選
』『
詳

説
古
文
真
宝
大
全
』
の
両
跋
に
於
い
て
、
両
者
は
登
梓
時
に
「
鳩
財
」
と
あ
る
の

で
、
儒
林
に
有
益
な
書
籍
を
刊
行
し
た
い
と
い
う
熱
意
は
あ
る
も
の
の
、
衙
前
で

あ
る
た
め
経
済
力
が
充
分
で
な
く
、
刊
行
費
を
集
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
両
者
は

以
下
に
述
べ
る
如
く
、
士
大
夫
や
胥
吏
の
要
求
に
合
致
す
る
多
く
の
書
籍
を
刊
行

し
て
お
り
、
販
売
で
得
た
利
益
は
次
回
出
版
の
刊
費
に
充
て
、
次
々
と
刊
行
を
継

続
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
尤
も
刊
費
を
喜
捨
す
る
と
い
う
奇
特
な
人
物
も
い
た
か
も

知
れ
な
い
。
ま
た
利
益
の
一
部
を
出
資
者
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
有
る
程
度
の
利

子
も
つ
け
て
、償
還
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
自
己
家
門
の
詩
文
集
刊
行
の
場
合
は
、

一
門
や
弟
子
・
知
人
等
縁
者
に
廻
状
を
廻
し
て
刊
費
を
集
め
、
出
来
上
が
っ
た
詩

文
集
を
寄
贈
す
れ
ば
そ
れ
で
済
ん
だ
の
で
あ
る
。
な
お
『
史
要
聚
選
』
は
始
め
全

羅
道
泰
仁
で
上
梓
さ
れ
た
が
、
好
評
を
博
し
た
ら
し
く
、
そ
の
後
全
州
、
慶
尚
道

大
邱
、
ソ
ウ
ル
で
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。

上
記
序
文
中
に
「
歴
代
会
霊
出
於
康
進
士
手
而
他
家
印
行
者
不
无
訛
漏
故
得
其

草
本
攷
正
後
蒐
輯
此
編
」、
即
ち
『
歴
代
会
霊
』
は
他
家
の
刊
本
は
訛
漏
が
あ
る

の
で
、
草
本
を
入
手
し
て
校
正
し
た
後
、
本
書
を
編
集
し
た
と
述
べ
る
。
こ
れ
か

ら
田
以
采
等
の
『
史
要
聚
選
』
刊
行
以
前
に
、
既
に
民
間
に
出
版
者
の
い
た
こ
と

が
判
る
。
高
宗
二
十
二
年
乙
酉
（
一
八
八
五
）
序
の
鈔
本
『
完
営
客
舎
冊
板
目
録
』

に
は
、
完
営
、
即
ち
全
羅
道
全
州
監
営
や
右
水
営
・
左
水
営
等
の
官
衙
所
蔵
の
冊

板
に
混
じ
っ
て
、「
全
州
私
板
」
が
あ
る
。
そ
こ
に
含
ま
れ
る
の
は
『
四
書
大
全

及
諺
解
』『
通
鑑
』『
家
礼
』『
三
国
誌
』『
剪
灯
新
話
』『
九
雲
夢
』『
全
韻
玉
篇
』『
童

蒙
先
習
』『
類
合
』『
三
略
』『
児
戯
原
覧
』
等
々
で
あ
る
。
各
家
門
に
お
け
る
多

く
の
詩
文
集
類
も
私
板
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
含
ま
れ
ず
、
こ
れ
ら
の
書
は
士

大
夫
・
胥
吏
や
童
蒙
を
対
象
に
出
版
さ
れ
た
営
利
出
版
、
即
ち
書
肆
の
出
版
書
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
憲
宗
六
年
庚
子
（
一
八
四
〇
）
編
の
鈔
本
『
各
道

冊
板
目
録
』
の
泰
仁
条
に
は
『
古
文
真
宝
大
全
』『
濂
洛
』『
明
律
』『
史
要
聚
選
』

『
事
文
類
聚
』『
孔
子
通
紀
』『
童
子
習
』『
救
荒
方
』
な
ど
が
含
ま
れ
、
上
記
及
び

下
記
の
泰
仁
刊
行
書
の
多
く
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
中
央
や
地
方
官
衙
の
出

版
書
に
見
ら
れ
る
朱
熹
撰
書
や
正
史
類
、
詩
文
集
な
ど
正
格
の
書
籍
は
含
ま
れ
な

い
の
で
、
内
容
か
ら
見
て
こ
れ
ら
は
田
以
采
等
の
営
利
販
売
書
と
考
え
る
こ
と
が



朝
鮮
読
書
人
と
書
籍
入
手

一
四

で
き
る
。

さ
て
、
以
下
に
衙
前
田
以
采
単
名
或
い
は
田
以
采
・
朴
致
維
両
名
の
刊
記
を
有

す
る
全
羅
道
泰
仁
刊
本
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
但
し
『
明
心
宝
鑑
抄
』
一
巻
一
冊
は

顕
宗
五
年
甲
辰
（
一
六
六
四
）
孫
基
祖
に
よ
る
刊
行
で
、
田
以
采
等
に
や
や
先
ん

じ
て
孫
基
祖
な
る
人
物
が
出
版
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
孫
基
祖
が
先
に
見

た
他
家
に
当
る
の
か
。
泰
仁
に
は
出
版
に
携
わ
る
人
物
が
幾
人
も
い
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

①　
（
a
）  『
明
心
宝
鑑
抄
』
一
巻
一
冊　

顕
宗
五
年
甲
辰
（
一
六
六
四
）
孫
基

祖
刊

（
b
）  『
詳
説
古
文
真
宝
大
全
』　

粛
宗
二
年
丙
辰
（
一
六
七
六
）
田
以
采

刊

（
c
）  『
増
刪
濂
洛
風
雅
』
五
巻
二
冊　

粛
宗
二
年
丙
辰
（
一
六
七
六
）
田

以
采
刊

（
d
）  『
史
要
聚
選
』
九
巻
四
冊　

粛
宗
五
年
己
未
（
一
六
七
九
）
序
田
以

采
・
朴
致
維
刊

（
e
）  『
事
文
類
聚
抄
』
三
巻
三
冊　

粛
宗
五
年
己
未
（
一
六
七
九
）
田
以

采
・
朴
致
維
刊

（
f
）  『
大
明
律
詩
』
二
巻
一
冊　

粛
宗
六
年
庚
申
（
一
六
八
〇
）
田
以
采
・

朴
致
維
刊

（
g
）  『
農
家
集
成
』
二
巻
一
冊　

粛
宗
十
二
年
丙
寅
（
一
六
八
六
）
三
月

上
澣
田
以
采
・
朴
致
維
刊

（
h
）  『
救
荒
撮
要
』
一
巻
附
『
救
急
補
遺
方
』
一
巻
一
冊　

粛
宗
十
二
年

丙
寅
（
一
六
八
六
）
田
以
采
・
朴
致
維
刊

（
i
）『
童
子
習
』
二
巻
一
冊　

田
以
采
・
朴
致
維
刊

②　
（
j
）  『
孔
子
通
紀
』
八
巻
三
冊　

純
宗
三
年
癸
亥
（
一
八
〇
三
）
九
月　

日
田
以
采
・
朴
致
維
刊

（
k
）  『
孝
経
大
義
』
一
巻
一
冊　

純
宗
三
年
癸
亥
（
一
八
〇
三
）
十
月　

日
田
以
采
・
朴
致
維
刊

（
l
）  『
詳
説
古
文
真
宝
大
全
』
前
集
十
二
巻
後
集
十
巻
八
冊　

純
宗
三
年

癸
亥
（
一
八
〇
三
）
十
二
月　

日
田
以
采
・
朴
致
維
刊

（
m
）  『
新
刊
素
王
事
紀
』一
巻
附
三
巻
一
冊　

純
宗
四
年
甲
子（
一
八
〇
四
）

七
月
下
澣
田
以
采
・
朴
致
維
刊　

上
記
書
を
見
る
に
、粛
宗
二
年
丙
辰
（
一
六
七
六
）
刊
『
詳
説
古
文
真
宝
大
全
』

と
『
増
刪
濂
洛
風
雅
』
は
田
以
采
に
よ
る
単
独
の
刊
行
で
あ
り
、『
史
要
聚
選
』

を
始
め
と
す
る
そ
れ
以
降
の
刊
本
は
田
以
采
・
朴
致
維
両
名
に
よ
る
刊
本
で
あ
る
。

朴
致
維
が
粛
宗
五
年
己
未
（
一
六
七
九
）
以
降
、
田
以
采
の
刊
行
事
業
に
加
わ
っ

て
い
る
が
、
上
記
序
に
依
れ
ば
両
者
の
動
機
は
「
詞
林
万
一
之
助
」、
即
ち
学
術

振
興
に
資
す
る
と
い
う
崇
高
な
動
機
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
泰
仁
に
幾
人

も
の
刊
行
業
者
が
い
る
と
す
れ
ば
、
書
籍
刊
行
に
よ
っ
て
利
益
が
得
ら
れ
る
と
い

う
認
識
が
生
じ
、
田
以
采
・
朴
致
維
の
二
人
の
真
実
の
意
図
は
そ
こ
に
あ
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
田
以
采
・
朴
致
維
両
名
の
名
の
入
っ
た
刊
記
が
粛
宗
時
、
そ
し
て
そ

の
約
百
三
十
年
後
の
純
祖
初
間
の
刊
行
書
の
刊
記
に
見
え
る
が
、
現
在
粛
宗
至
純

祖
間
の
刊
本
に
こ
の
両
名
の
名
は
確
認
で
き
な
い
。
日
本
場
合
は
商
店
主
の
名
は



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
三
號

一
五

商
号
と
共
に
世
襲
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
朝
鮮
で
は
姓
名
が
世
襲
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
ま
た
商
店
自
体
が
何
代
に
も
亘
っ
て
継
承
さ
れ
る
こ
と
も
殆
ど
な
い
。
従
っ

て
日
本
で
は
江
戸
時
代
の
書
肆
が
数
百
年
続
く
こ
と
も
あ
る
が
、
朝
鮮
で
は
そ
の

よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
純
祖
時
刊
本
に
両
名
が
見
え
る
の
は
、
原
刊
本
の
刊
記
が

踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。こ
れ
は
屡
々
み
ら
れ
る
事
象
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
田
以
采
の
生
存
年
代
に
つ
い
て
は
、
上
記
『
史
要
聚
選
』
の
粛
宗
五

年
（
一
六
七
九
）
安
東
人
権
以
生
序
や
『
詳
説
古
文
真
宝
大
全
』
の
粛
宗
二
年

（
一
六
七
六
）
の
泰
仁
県
監
耐
翁
序
に
、
同
時
代
人
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

粛
宗
二
年
か
ら
十
二
年
（
一
六
八
六
）
に
か
け
て
七
書
を
刊
行
し
、そ
の
後
は
ぱ
っ

た
り
と
途
絶
え
る
。
衙
前
田
以
采
が
こ
れ
ら
の
書
を
出
版
に
関
わ
る
の
は
四
十
〜

五
十
歳
頃
と
見
、
粛
宗
十
二
年
以
降
名
の
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
に
死
亡

し
た
と
考
え
る
と
、
仁
祖
初
あ
た
り
に
生
ま
れ
、
粛
宗
十
三
年
頃
に
六
十
歳
前
後

で
死
去
し
た
と
考
え
た
い
。
そ
の
後
朴
致
維
の
名
も
見
え
な
く
な
る
の
は
、
朴
致

維
は
田
以
采
に
従
属
的
に
加
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
田
以
采
の
死
後
、
自
分

が
中
心
に
な
っ
て
出
版
事
業
を
継
続
す
る
と
い
う
意
思
は
持
ち
併
せ
て
い
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
田
以
采
は
学
術
振
興
と
い
う
意
図
と
共
に
商
業
的
才
覚
を
持
っ

て
事
業
を
牽
引
し
、
朴
致
維
は
そ
の
意
図
に
賛
同
す
る
裕
福
な
人
物
で
、
金
銭
的

な
面
で
援
助
を
し
た
が
、田
以
采
の
死
に
直
面
す
る
や
、事
業
継
続
の
意
思
を
喪
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
或
い
は
柳
鐸
一
教
授
が
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
刻

手
か
も
知
れ
な
い
。
柳
鐸
一
教
授
に
依
れ
ば
、『
田
氏
譜
』（
一
七
四
七
跋
刊
）
に

「
田
以
采　

子　

犁
重
」
と
あ
り
、
田
犁
重
の
父
と
し
て
田
以
采
の
存
在
が
確
認

さ
れ
る
。

泰
仁
は
全
羅
道
の
中
心
で
あ
る
全
州
の
南
西
四
十
六
里
、
日
本
の
里
数
で
は
そ

の
十
分
の
一
、
四
．六
里
に
当
る
距
離
に
あ
る
。
泰
仁
は
特
に
そ
の
地
域
の
文
化

の
中
心
と
な
り
得
る
よ
う
な
巨
邑
で
は
な
い
。
た
だ
全
羅
道
は
百
済
以
来
の
伝
統

を
継
承
し
て
文
化
・
学
問
の
中
心
で
あ
り
、
人
材
輩
出
の
淵
源
、
ま
た
紙
の
一
大

産
地
で
あ
る
。
朝
鮮
時
代
を
見
て
も
、
全
羅
道
で
は
実
に
多
く
の
書
籍
が
刊
行
さ

れ
て
い
る
。
書
籍
を
出
版
し
、
ま
た
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
に
充
分
な
文
化
的
素
地

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
泰
仁
周
辺
に
は
朝
鮮
時
代
に
刻
手
を
擁
し
て
い
た
全
州
・

任
実
・
扶
安
・
古
阜
・
万
頃
・
井
邑
等
々
が
あ
り
、
出
版
事
業
に
は
好
条
件
に
恵

ま
れ
て
い
た
。
孫
基
祖
や
田
以
采
の
よ
う
な
商
才
が
あ
り
、
企
画
力
に
長
け
た
人

物
が
出
た
こ
と
に
よ
っ
て
、坊
刻
本
出
版
が
芽
生
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。従
っ

て
こ
の
よ
う
な
人
物
さ
え
い
れ
ば
、
全
羅
道
の
何
処
で
で
も
坊
刻
本
の
出
る
可
能

性
が
あ
っ
た
。
粛
宗
五
年
（
一
六
七
九
）
刊
『
史
要
聚
選
』
に
若
干
の
手
を
加
え

た
『
史
要
聚
選
』
が
、
粛
宗
三
十
四
年
（
一
七
〇
八
）
全
州
西
渓
で
出
版
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
も
坊
刻
本
と
看
做
し
得
る
。
全
羅
道
の
中
心
地
で
監
営
が
あ
り
、

最
も
多
く
の
官
版
を
出
し
て
い
る
全
州
に
は
、
泰
仁
と
同
じ
頃
、
或
い
は
そ
れ
に

先
立
っ
て
坊
刻
本
の
刊
行
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
充
分
考
え
ら
れ
る
。

坊
刻
本
の
特
徴
と
し
て
は
、
内
容
的
に
は
士
大
夫
・
胥
吏
や
童
蒙
を
対
象
と
し

た
、
儒
学
・
歴
史
・
文
学
等
の
教
養
書
、
節
略
本
、
類
書
、
法
律
書
、
農
学
書
、

医
書
、
文
字
及
び
漢
文
初
学
書
で
あ
る
が
、
木
活
字
を
利
用
す
る
こ
と
も
そ
の
一

で
あ
る
。
木
活
字
は
上
述
の
如
く
簡
便
な
た
め
、五
十
至
百
部
の
小
部
数
な
ら
ば
、

廉
価
で
短
期
間
に
刷
り
出
せ
る
。
活
字
は
業
者
自
ら
が
所
有
し
て
い
る
か
、
或
い

は
周
辺
の
所
有
者
に
依
頼
す
る
か
、
何
れ
か
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
そ
の
例
を
挙
げ

よ
う
。
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（
5
）『
玉
纂
』
十
九
巻
七
冊　

朝
鮮
闕
名
氏
編　

木
活
字
印
本　

粛
宗
初
葉
中

葉
間
刊「
林
原
君
／
忠
敬
公
／
東
林
世
／
孫
之
章
」印　

李
鳳
朝（
一
六
四
四

－
一
七
〇
一
）
旧
蔵

（
6
）『
歴
代
総
要
』
八
巻
四
冊　

朝
鮮
闕
名
氏
編　

同
上
木
活
字
印
本　

粛
宗

初
葉
中
葉
間
刊
「
林
原
君
／
忠
敬
公
／
東
林
世
／
孫
之
章
」
印

（
7
）『
経
史
集
説
』
十
五
巻
十
五
冊　

朝
鮮
闕
名
氏
編　

同
上
木
活
字
印
本　

粛
宗
初
葉
中
葉
間
刊

こ
れ
ら
三
書
は
全
て
木
活
字
印
本
で
、し
か
も
同
一
の
木
活
字
を
用
い
て
い
る
。

こ
の
う
ち
『
玉
纂
』『
経
史
集
説
』
は
数
冊
の
残
本
を
処
々
の
図
書
館
や
文
庫
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
書
の
表
紙
に
は
往
々
に
し
て「
陶
活
字
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
川
瀬
一
馬
先
生
の
直
話
に
依
れ
ば
、
明
治
末
か
ら
大
正
期
の

日
本
の
古
書
肆
が
陶
活
字
本
と
称
し
、
そ
の
見
本
と
し
て
数
冊
ず
つ
に
分
け
て
売

り
捌
い
た
と
云
う
。
こ
の
活
字
を
拡
大
し
て
み
る
と
木
理
が
判
然
と
見
え
、
木
活

字
本
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
が
何
故
日
本
の
古
書
肆
の
主
人
に

よ
っ
て
陶
活
字
と
判
断
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
こ
の
木
活
字
は
同
一
文
字
で
も
字

形
が
若
干
異
な
り
、
ま
た
印
面
が
整
然
と
し
て
い
な
い
。
木
活
字
に
も
整
然
と
し

て
端
正
な
も
の
か
ら
、
同
一
活
字
で
も
字
形
や
大
き
さ
の
異
な
る
劣
悪
な
活
字
に

至
る
ま
で
様
様
で
あ
る
。
ま
た
異
な
る
種
類
の
活
字
を
混
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。

上
記
両
書
に
所
要
の
木
活
字
は
端
正
さ
を
欠
き
、
日
本
の
木
活
字
に
は
こ
れ
ほ
ど

悪
い
活
字
は
な
い
た
め
、
そ
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
た
と
思
う
。
日
本
に
は
陶
活
字

は
な
い
と
思
う
が
、
土
を
焼
い
て
作
る
と
収
縮
度
の
違
い
で
活
字
の
大
き
さ
に
多

様
性
が
生
じ
る
と
い
う
、
固
定
観
念
が
あ
っ
て
の
判
断
で
あ
る
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
三
部
の
木
活
字
印
本
に
は
、
多
く
の
朝
鮮
本
が
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
、
刊
記
が
な
い
た
め
に
刊
者
・
刊
地
や
刊
行
時
等
が
判
ら
な
い
。
字
形
の

揃
わ
な
い
、
裏
の
映
る
粗
悪
な
楮
紙
に
印
刷
さ
れ
た
こ
れ
ら
三
部
の
書
を
、
筆
者

は
粛
宗
初
葉
中
葉
間
、即
ち
十
七
世
紀
後
半
の
刊
行
書
で
は
な
い
か
と
考
え
た
が
、

刊
記
が
な
い
た
め
断
定
を
下
し
得
な
か
っ
た
。こ
れ
ら
三
部
書
の
う
ち
二
部
に「
林

原
君
／
忠
敬
公
／
東
林
世
／
孫
之
章
」印
が
あ
る
。
こ
の
印
は
古
び
て
見
え
る
が
、

実
は
大
正
か
ら
昭
和
前
期
に
ソ
ウ
ル
で
活
躍
し
た
古
書
店
翰
南
書
林
店
主
白
斗
鏞

氏
の
蔵
書
印
で
あ
り
、
嘗
て
日
本
人
達
が
善
本
を
求
め
た
古
書
店
で
あ
る
。
従
っ

て
こ
の
印
は
上
記
三
書
の
刊
行
時
判
定
に
は
資
さ
な
い
。
然
し
『
玉
纂
』
所
鈐
の

李
鳳
朝
蔵
書
印
か
ら
、『
玉
纂
』
の
刊
行
が
彼
の
卒
年
で
あ
る
粛
宗
二
十
七
年
辛

巳
（
一
七
〇
一
）
以
前
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
筆
者
は
そ
の
刊
行
時
期
を
粛
宗
元

年
乙
卯
（
一
六
七
五
）
至
粛
宗
二
十
七
年
と
看
做
し
た
い
。

こ
れ
ら
三
部
の
木
活
字
本
は
誰
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

ら
は
粗
悪
な
木
活
字
や
粗
雑
な
楮
紙
を
用
い
て
い
る
の
で
、
ソ
ウ
ル
の
校
書
館
刊

本
で
は
な
く
、
ま
た
既
に
上
述
の
よ
う
に
地
方
の
官
衙
で
は
後
印
に
備
え
て
木
版

を
作
製
す
る
の
で
、
地
方
官
版
で
は
な
い
。
印
刷
方
式
は
廉
価
で
早
く
刷
れ
る
や

や
粗
悪
な
木
活
字
使
用
、
内
容
は
歴
史
書
の
簡
略
本
や
類
書
、
料
紙
は
裏
映
り
す

る
薄
く
て
粗
雑
な
楮
紙
、こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
坊
刻
本
の
特
徴
そ
の
も
の
で
あ
る
。

刊
地
は
未
詳
で
あ
る
が
、
坊
刻
本
と
看
做
す
。

七　

結
論

朝
鮮
の
出
版
形
態
は
ほ
ぼ
、
①
官
版
（
中
央
官
衙
及
び
地
方
官
衙
刊
本
）、
②

寺
刹
版
、
③
書
院
刊
本
、
④
家
刻
本
、
⑤
坊
刻
本
（
書
肆
刊
本
）、
⑥
個
人
刊
本
、
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⑦
祀
堂
刊
本
等
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
内
朝
鮮
で
は
特
に
坊
刻
本
（
書
肆
刊
本
）

の
出
現
は
遅
く
、
李
胤
錫
教
授
に
依
れ
ば
、
一
八
〇
〇
年
頃
に
あ
る
と
い
う
。
朝

鮮
の
読
書
人
の
記
録
を
見
る
と
、常
に
書
籍
入
手
の
困
難
な
こ
と
を
託
っ
て
い
る
。

中
国
や
日
本
の
場
合
、
書
籍
要
求
を
充
た
し
て
来
た
大
き
な
供
給
源
は
坊
刻
本
で

あ
る
。中
国
で
は
十
二
世
紀
の
南
宋
代
、日
本
で
は
十
七
世
紀
の
江
戸
時
代
に
な
っ

て
、
坊
刻
本
が
盛
ん
と
な
る
が
、
朝
鮮
で
は
そ
れ
よ
り
遥
か
に
遅
れ
る
。
朝
鮮
の

読
書
人
は
書
籍
に
対
す
る
渇
え
を
、
如
何
に
充
た
し
て
い
た
の
か
。
一
八
〇
〇
年

以
前
に
は
本
当
に
坊
刻
本
は
な
か
っ
た
の
か
。
刊
記
で
確
認
は
さ
れ
な
く
て
も
、

実
際
は
存
在
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
筆
者
は
五
十
年
近
く
朝
鮮
本
を
調
査
研

究
し
つ
つ
、
中
国
や
日
本
と
対
照
し
て
、
常
に
疑
念
を
持
ち
続
け
て
き
た
。
そ
れ

に
対
す
る
一
試
案
が
こ
の
拙
論
で
あ
る
。

読
書
人
の
要
求
に
副
う
べ
く
、
官
で
も
そ
れ
な
り
に
苦
慮
し
て
き
た
。
例
え
ば

世
宗
十
七
年
（
一
四
三
五
）
四
月
に
は
、
世
宗
は
書
肆
の
様
な
機
関
を
設
け
て
、

鋳
字
所
所
在
の
木
版
本
を
印
刷
し
て
売
り
出
す
こ
と
を
臣
下
に
検
討
せ
し
め
て
い

る
。
残
念
な
が
ら
そ
の
結
果
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
中
宗
十
四
年

（
一
五
一
九
）
か
ら
明
宗
六
年
（
一
五
五
一
）
に
か
け
て
は
、
書
肆
設
立
の
間
際

ま
で
商
議
が
進
み
な
が
ら
も
、
残
念
な
こ
と
に
廃
案
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
朝
鮮

で
は
中
央
の
印
刷
所
（
校
書
館
、
後
に
は
奎
章
閣
）
で
印
刷
し
た
書
を
、
国
王
進

上
以
外
に
図
書
館
・
書
庫
、
そ
し
て
臣
下
に
一
定
の
規
定
下
に
下
賜
す
る
と
い
う

制
度
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
中
国
や
日
本
に
も
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
下
賜
さ
れ
た
書
に
は
す
べ
て
内
賜
（
宣
賜
）
記
と
い
う
記
録
が
記
さ
れ
る
。
と

こ
ろ
が
現
在
伝
存
す
る
書
に
は
、
寧
ろ
内
賜
（
宣
賜
）
記
の
な
い
書
が
多
い
。
こ

れ
は
内
賜
用
に
印
刷
さ
れ
た
書
以
外
に
、
あ
る
程
度
の
部
数
が
印
刷
さ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
恐
ら
く
希
望
者
に
有
償
で
頒
た
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
も
し
無
償
で
頒
た
れ
た
と
す
る
と
、
内
賜
と
あ
ま
り
差
が
な
く
な
る
か
ら
で

あ
る
。
勿
論
内
賜
に
は
国
王
か
ら
賜
っ
た
と
い
う
、
大
き
な
名
誉
が
伴
っ
て
い
る

点
で
違
い
が
あ
る
。

十
六
世
紀
半
頃
の
金
属
活
字
印
本
『
東
国
荘
元
集
』
や
木
活
字
印
本
『
宋
史
節

要
』
は
内
容
か
ら
、
ま
た
料
紙
が
粗
悪
な
楮
紙
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
共
に
坊
刻

本
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
書
名
自
体
か
ら
誤
っ
て
お
り
、
本
文
中
の

誤
植
や
版
式
の
異
常
等
、
金
属
活
字
印
本
と
は
い
え
、
校
書
館
刊
本
と
は
程
遠
い

も
の
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
所
蔵
明
宗
十
四
年
（
一
五
五
九
）
刊
『
剪
灯
新
話
句
解
』

は
、
同
四
年
（
一
五
四
九
）
木
活
字
印
本
『
剪
灯
新
話
句
解
』
を
改
修
し
た
木
版

本
で
あ
る
が
、
木
活
字
印
本
時
の
跋
を
保
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
依
れ
ば
、
木
活
字

印
本
は
礼
曹
の
胥
吏
宋
糞
が
中
心
に
な
っ
て
、
購
入
希
望
者
を
募
っ
て
上
梓
し
た

も
の
で
あ
る
。
宋
糞
は
購
入
希
望
者
が
多
く
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
甚
だ

粗
悪
な
木
活
字
を
用
い
て
廉
価
に
仕
上
げ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
文
字
に
刓

欠
多
く
、
覧
者
は
好
ま
な
か
っ
た
と
い
う
。
宣
祖
九
年
（
一
五
七
六
）
刊
『
攷
事

撮
要
』
刊
記
に
は
「
買
う
者
来
た
れ
」
と
あ
り
、
又
同
書
の
「
書
冊
市
准
」
所
収

の
三
十
部
程
に
は
書
価
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、『
攷
事
撮
要
』
も
販
売
さ
れ
て

い
た
と
考
え
て
よ
い
。
更
に
粛
宗
五
年
（
一
六
七
九
）『
史
要
聚
選
』
を
始
め
と

す
る
諸
書
は
、
全
羅
道
泰
仁
の
衙
前
（
胥
吏
）
田
以
采
・
朴
致
維
な
ど
に
よ
っ
て

刊
行
さ
れ
た
。
必
ず
し
も
富
裕
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
衙
前
田
以
采
が
、「
鳩
材
」

し
て
次
々
と
書
籍
を
刊
行
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
利
益
を
出
し
て
は
出
資
者
に

戻
し
、
利
益
の
一
部
で
ま
た
次
の
刊
行
に
着
手
す
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
田
以
采
よ
り
十
二
年
ま
え
に
既
に
泰
仁
で
は
孫
基
祖
が
『
明
心



朝
鮮
読
書
人
と
書
籍
入
手

一
八

宝
鑑
抄
』
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
他
に
も
出
版
者
は
い
た
と
考
え
て

も
良
か
ろ
う
。

更
に
粗
悪
な
木
活
字
故
に
、
日
本
で
は
陶
活
字
印
本
と
看
做
さ
れ
て
い
る
『
玉

纂
』『
歴
代
総
要
』『
経
史
集
説
』
は
、『
玉
纂
』
所
鈐
の
李
鳳
朝
蔵
書
印
か
ら
粛

宗
初
葉
中
葉
間
刊
本
と
看
做
し
得
る
。
こ
れ
ら
も
木
活
字
使
用
と
そ
の
粗
悪
さ
、

料
紙
の
粗
雑
さ
、
そ
し
て
そ
の
内
容
か
ら
推
し
て
坊
刻
本
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

以
上
、
朝
鮮
の
坊
刻
本
は
一
八
〇
〇
年
代
に
刊
記
を
伴
っ
た
明
白
な
書
の
出
現

を
見
る
に
至
る
が
、
其
れ
以
前
は
刊
記
の
あ
る
坊
刻
本
は
少
な
い
。
し
か
し
坊
刻

本
は
、
内
容
的
に
は
士
大
夫
・
胥
吏
や
童
蒙
を
対
象
と
し
た
、
儒
学
・
歴
史
・
文

学
等
の
教
養
書
、
節
略
本
、
類
書
、
法
律
書
、
農
学
書
、
医
書
、
文
字
及
び
漢
文

初
学
書
で
あ
り
、
粗
悪
な
木
活
字
を
利
用
し
、
料
紙
も
裏
の
映
る
薄
く
粗
雑
な
楮

紙
が
多
い
。
そ
れ
で
は
坊
刻
本
の
刊
行
者
は
誰
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
字
に

関
心
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
科
挙
応
募
資
格
を
有
す
る
士
大
夫

は
、
そ
も
そ
も
商
い
を
卑
賤
な
も
の
と
看
做
す
た
め
、
営
利
出
版
に
従
事
す
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
な
る
と
訳
学
・
天
文
・
算
学
等
に
関
わ
る
中
人
達
、
或
い

は
衙
門
で
諸
事
務
を
担
当
す
る
胥
吏
が
考
え
ら
れ
る
。
訳
学
に
携
わ
る
訳
官
に
は

密
貿
易
等
で
偸
利
を
謀
る
輩
が
多
く
、
利
に
聡
い
の
で
、
出
版
者
で
あ
り
得
る
。

し
か
し
現
在
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
礼
曹
の
胥
吏
や
衙
前
で
あ
る
。
朝
鮮
で

は
職
業
の
世
襲
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
、
出
版
者
は
一
代
限
り
と
思
わ
れ
る
。

朝
鮮
で
の
坊
刻
本
の
不
振
は
、
人
口
の
殆
ど
は
農
業
従
事
者
で
、
商
・
工
業
従
事

者
は
少
な
く
、
ま
た
商
・
工
業
が
振
る
わ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

書
籍
購
入
人
口
が
少
な
く
、商
・
工
業
従
事
者
に
出
版
資
本
を
出
す
者
が
出
な
か
っ

た
。
中
国
は
南
宋
以
降
、
日
本
は
江
戸
時
代
以
降
商
・
工
業
が
隆
盛
し
、
こ
れ
が

刊
行
と
購
入
に
大
い
に
関
わ
っ
て
く
る
が
、
朝
鮮
で
は
商
・
工
業
の
不
振
が
坊
刻

本
の
興
隆
を
将
来
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

筆
者
は
平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
一
日
東
方
学
会
秋
季
大
会
に
於
い
て
、
五
人

の
講
師
よ
り
成
る
「
中
・
朝
・
日
三
国
坊
刻
本
の
出
現
と
そ
の
展
開
」
な
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
主
宰
し
、「
朝
鮮
坊
刻
本
以
前
」
を
発
表
し
た
。
五
人
の
講
師
に
よ

る
論
文
は
平
成
三
十
一
年
二
月
英
文
機
関
紙
『ACTA ASIATICA

』
百
十
六
号

と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
此
度
の
筆
者
の
講
演
内
容
は
芳
村
弘
道
教
授
の
ご
了
解
を

得
て
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
が
、拙
論
で
は
多
く
の
点
で
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

お
招
き
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
富
山
大
學
名
譽
敎
授
・
麗
澤
大
學
客
員
敎
授
）


